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序

安中市は碓氷川の流れに沿って存在する緑豊かな田園都市です。太古の昔からこの碓氷山|と、

これに沿って広がる肥沃な大地の恩恵をたゆみなく受けて発展してまいりました。中でも磯部地

区は碓氷川の南に広がる有数の穀倉地帯です。また、この地区は安中市有数の工業地帯であり、

温泉の湧く観光地域でもあります。そして、この「磯部」の地名は古代この地域を治めた、物部

氏の一族に由来するものであります。

今回の発掘調査は県道建設工事に伴うものであり、西裏・西新井遺跡と諏訪辺遺跡の調査を実

施いたしました。これらの遺跡では、古墳時代から平安時代まで継続した古代集落が発見されま

した。この集落が営まれた時代は、まさに磯部の地名の語源にあたる「石上部(いそのかみべ)J

氏がこの地域を統治していた時代にあたります。したがって、磯部地区の歴史の上では大きな成

果であるとみなすことができます。こうした麗史的遺産は将来のために継承し、大事に守ってゆ

く必要があります。そして、学校教育・社会教育の場において、有効に活用して行きたいと考え

る所存であります。

最後になりましたが、発掘調査にご協力いただきました地元の皆さまや、安中市の文化財保護

の一端を担い、調査に従事していただいた方々には、この場を借りて厚くお礼を申し上げたいと

存じます。

平成3年3月

安中市教育委員会

教育長佐藤三木岩



例日

1 本書は一般県道磯部停車場妙義山線特殊改良(一種)工事に伴う新寺地区遺跡群埋蔵文化財

発掘調査報告書である。
にしうら にしあらい すわベ

2 今回発掘調査を実施した遺跡は、西裏・西新井遺跡と諏訪辺遺跡であり、安中市磯部一丁目

字西裏、西新井、諏訪辺地内に存在する。遺跡の略称はF-2である。

3 発掘調査及び遺物整理は、群馬県からの委託金により、安中市教育委員会が実施した。なお、

試掘調査は群馬県教育委員会が実施した。

4 試掘調査は昭和63年度に実施した。本調査は平成元年度に実施し、遺物整理は平成元年度と

平成2年度に実施した。

5 調査は安中市教育委員会社会教育課主事大工原豊が担当し、主査松本豊が主として現場庶務

を行った。また、遺物整理は大工原が担当した。

6 調査組織は次のとおりである。

安中市教育委員会事務局

教育部長 上原満雄 主査 松本豊

社会教育課長茂木勝文(平成2年3月転出) 同 山中けい子

中島茂弥(平成2年4月着任) 主事 田中秀雄

社会教育係長伊藤惣一 同 大工原豊(担当)

文化財係長 森泉寿義雄(平成 2年4月着任) 同 千田茂雄

同 小黒勝明

7 本書の編集は大工原が行い、本文の執筆は主として大工原が行ったが、 V-1・(2)(縄文土

器の項目)は千田茂雄が行った。また、住居壮観察表・土層説明の作成及びVI-2の執筆は和

田宏子が行い、遺物観察表の作成及びVI-1は金井京子が執筆した。 VI-3は大工原・金井・

和田が共同執筆した。

8 遺構の写真撮影は大工原が行い、航空写真は(有)青高館に委託して行った。また、遺物の写

真撮影は大部分小111忠博に委託して行ったが、縄文土器・須恵器の一部は千田が行い、縄文時

代の石器は大工原が行った。

9 基準点及び水準点測量は(株)桜井測量設計事務所に委託して実施し、現場における各種図面

の作成は新井幸介、新井真弓、下マスエ、(故)田村悦子が行った。

10 遺構図の作成は新井(幸)、新井(真)、田村、和田が行い、遺構図のトレ スは主として田村、

和田が行ったほか、一部(株)桜井測量設計事務所に委託して実施した。

11 遺物実測図作成及びトレースは主として金井・中川京子が行ったが、一部(株)桜井測量設計



事務所に委託して行った。

12 図版の作成は主として金井・和田が行い、写真図版は主として白石俊子・中川が行った。

13 今回の調査における記録、出土遺物は安中市教育委員会が保管している。

14 発掘調査及び遺物整理の期間中次の方々にご指導、ご協力いただ、いた。記して感謝の意を表

したい。(敬称略・ 50音順)

加部二生志村哲田口修水沢祝彦若狭徹

15 発掘調査及び遺物整理従事者は次のとおりである。

秋山広吉新井幸介新井真弓飯塚みちゑ上原和夫大塚すえ子小野泰野樫田ひさ

子金井京子金井武司小島トシ斎藤万平清水正清水泰忠下マスエ白石俊子

須貝千代子須藤夕、イ 多胡トシ多胡信子多胡操多胡好夫田島元治田島かつ子

田島保市田中利策(故)田村悦子中111京子古立京松本恭子黛弘義丸岡民子森

由一山村ヨネ子湯川光子和田宏子

凡 例

1 遺構実測図の縮尺は次のとおりである。

調査区全体図:1/200、住居tJ!:・土墳・堀:1/80 

2 遺物実測図の縮尺は次のとおりである。

縄文土器・拓本:1/ 4、A類石器:2/3、B類石器:1/3 

土師器・須恵器:1/4 (大聾1/8)、鉄器・青銅製品・砥石等:1/2・1/4

3 遺構実測図中のスクリーントーンは縄文時代では埋設土器を示している。

4 遺物実測図中のスクリーントーンは縄文土器断面では、植物繊維混入を示し、古墳時代以降

の土器では黒色処理・粕薬部分を示す。羽口では被熱融解部分を示す。

5 縄文時代の石器で、 B類石器では斜線部分は使用による磨耗痕の観察される部分を示し、 C

類石器では空白部分が使用による磨滅痕の観察される部分を示している。なお、石器分類は『注

連引原II遺跡』の分類規準(大工原 1988)に基づく。

6 土層説明の中での記号、略称は次のとおりである。

色調 <:より明るい方を示す(例 1 < 2 1より 2の方が明るい)

しまり・粘性 if>>:あり、 0:ゃゃあり、&あまりない、x なし

混入物 if>>:大量、 0:多量、ム:少量、※:若干、x なし

YP:YP粒子、 RP:ローム粒子、RB:ロームブロック、WP:白色粒子
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I 調査に至る経過

昭和62年9月、群馬県安中土木事務所から県道磯部停車場妙義山線建設に係る照会があった。

現地踏査を行ったところ遺物が表面採集され、遺跡が存在する可能性が高いことが確認された。

そのため、群馬県安中土木事務所(以下土木事務所)、群馬県教育委員会文化財保護課(以下県文

化財保護課)、安中市教育委員会(以下市教育委員会)の間で調査実施についての協議を行った。

その結果、道路建設予定部分について県文化財保護課で試掘調査を行い、遺跡の状況・規模等

を把握することになった。試掘調査は、平成元年1月に実施され、道路建設予定地のほぼ全域に

わたり遺構が存在することが判明した。

そこで、再度土木事務所、県文化財保護課、市教育委員会の三者間で発掘調査実施についての

協議を行い、調査日程等の調整を行った結果、市教育委員会によって本調査を実施することとなっ

た。

11 調査の方法と経過

1 調査の方法

発掘調査は、まず最初に、パックホーにより表土を掘削し、ダンプカーにより排土を調査区外

へ搬出した。その後、グリッドを設定し、グリッド杭を設置した。グリッド杭の設置の一部とそ

の国家座標取り付け、水準点の設置は業務委託により実施した。また、作業員により遺構確認作

業を実施し、遺構が確認された部分については精査を行った。なお、住居±止の精査は第1図に示

された工程で実施した。そして、調査の終盤段階で調査区毎に航空写真撮影を実施した。

グリッドは 4mX4mとし、北から南へA、B、C.…・、西から東へ1、2、3..…と呼称する

ことにした。また、今回の調査では道路中心線を基準とし、 No.l2をD-61、No.22をD-llとした。

ちなみに、国家座標の座標値は、D-61がX= 33089.6031・y= -88803.3689、D-91がX二 33099.

6340・y二 88683.7889である。また、水準点はA区と B区の境にある信越本続く踏切北の擁壁上、

H二 221.808mを調査に用いた。

遺物整理は遺物については、水洗・注記→接合・復元→実測・拓本→トレース→写真撮影→図

版作成→遺物観察表作成の順に行い、並行して遺構図面の整理・作成→トレース→図版作成→住

居壮観察表作成の順で、行った。また、遺構・遺物写真については、写真整理→写真図版作成の順

で、f子った。
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なお、遺物整理過程における遺構・遺物のトレースの一部と遺物写真撮影の大部分は業者委託

によって実施した。また、遺物トレ」スの一部はパソコン・デジタイザー・プロッターを利用し

て行ニった。

プラン確認→ ベルト設定→ ベルト脇にサブトレンチ設定→ サブトレンチ精査→ 土層

分層→ 16分割→ 区画毎・層毎の遺物を取り上げ→ 下層遺物は取り上げず精査→

i遺物出土状況写真嘩影→遺物分布図作成→遺物取り上げ・遺物台帳記入→ i

i土層断面写真撮影 →土層断面図作成→土層説明表作成→

ベルト部分を区画毎・層毎に遺物取り上げ→ 下層遺物は取り上げず精査→

遺物分布図追加→ 遺物取り上げ・遺物台帳追加記入→ 柱穴・土墳精査→

竃3区精査→ 竃土層断面図作成(1)→ 竃土層説明(1)→

竃土層断面写真撮影→ 竃土層断面図作成(2)→ 竃 2区精査→ i →

竃土層断面図作成(3)→ 竃土層説明(2)→ 竃l区精査→ 竃煙道精査→

全体清掃→ 住居壮全景・竃全景写真撮影→ 平面図作成→ レペリング→

第 l図住居牡の調査工程

2 調査の経過

今回の調査では、調査開始時点ですでに道路建設工事が着手されていたため、工事の工程の都

合から調査予定区域の中央に存在する踏切を境に、西側のA区と東側のB区に分割し、 A区から

調査を実施した。そして、 λ区の調査が終了した後、この部分を明け渡し、 B区の調査を実施し

た。なお、 A区の調査は平成元年 4 月 10 日~5 月 20 日、 B 区の調査は 5 月 25 日 ~7 月 6 日の問実

施した。

また、遺物整理は遺物と遺構図面と写真の整理作業を並行して断続的に実施し、報告書作成作

業はその後実施した。遺物整理期間は平成元年 7月7日~平成3年3月25日までの間であった。

この問、平成元年6月9日には磯部小学校6年生全員が見学に訪れた。また、平成 2年11月22白

~25日の間安中市中央公民館において遺跡展を開催し、調査の成果を広く市民に紹介した。

-2-



111 遺跡、の地理的・歴史的環境

新寺遺跡群は安中市磯部一丁目字西裏・西新井・諏訪辺地内に所在する。本遺跡群は碓氷川Iの

右岸の河岸段丘上に位置する。この段丘は碓氷川下位段丘にあたる。本遺跡群は磯部鉱泉の南西

方向に位置する。碓氷川はこの磯部鉱泉付近で大きく蛇行し、両岸に崖線を形成している。また、

木遺跡群の南側、碓氷川上位段丘の崖線下には碓氷川の支流柳瀬J1[が東へ流れている。本遺跡群

はこの聞の東西に細長い島状の台地上に存在する。この台地は松井田町大王寺方面から続いてお

り、本遺跡群が存在する新寺地区で舌状に途切れる。なお、本遺跡群のうち諏訪辺遺跡はこの舌

状台地から一段下がった低地に存在する。

次』こ、本遺跡と同じ古墳時代から奈良・平安時代の遺跡で、周辺に存在するおもな遺跡を概観

する。

新寺遺跡群は西裏・西新井遺跡(1)、諏訪辺遺跡(2)から成るが、本遺跡群の西に隣接して存在す

る松井田工業団地遺跡(3)は弥生時代から平安時代にかけて継続する大規模な伝統集落であり、本

遺跡群もこの集落の東縁部に当たると考えられる。また、本遺跡の東に存在する田中田・久保田

遺跡(4)では平安時代の水田杜が相当広い範囲にわたって存在していることが確認されており、本

遺跡群の生産基盤の一部であった可能性が高い。

そして、磯部古墳群(5)はさらに東方の 1~ 2 kmの範囲に帯状に存在する。また、西南西約1~1 

5kmの段丘崖上には旧磯部2号墳・長谷津向山古墳(7)、加賀塚古墳(8)、旧磯部l号墳(9)が存在する。

さらに南方の台地上には 5 世紀中葉と 8 世紀の住居祉が検出された天神原遺跡(10)、 6 世紀~7 世

紀の集落遺跡である北東・堤下遺跡(12)や、中野谷古墳群(lD、 7 世紀~9 世紀頃にかけての鍛冶工

房社が検出された下塚田遺跡(13)、ほぽ同時期の溜井が検出された落合遺跡(1~、 9 世紀を中心とし

た時期に存在した「牧」の放牧施設と推定される中原遺跡(15)、5世紀前半の集落杜である下宿東

遺跡(ゆなどの遺跡が存在する。

一方、碓氷川の北岸では、上流約2.5kmには郷原古墳群(17)が存在し、下流域には築瀬首塚古墳(19)、

築瀬二子塚古墳伽)などが存在する。
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l 商裏・西新井遺跡

2 諏訪辺遺跡

3 松井田工業団地遺跡

4 田中凹・久保田遺跡

5 磯部古墳群

6 旧磯部2号墳・長谷津向山古墳

7 加賀塚古墳

8 長谷津遺跡

9 旧磯部1号墳

10 天神原遺跡

11 中野谷古墳群

12 北東・堤下遺一跡

13 下塚田遺跡

14 落合遺跡

15 中原遺跡
16 下宿東遺跡

17 郷原古墳群

18 東下毛山古墳

19 t喜瀬首塚古墳
20 t喜瀬二子塚古墳
21 I日原市14号墳

22 悪途東古墳群

2000 m 

第2図 新寺地区遺跡群と周辺関連遺跡
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第3図遺跡位置図 (1: 25，000) 
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第4図調査区設定図
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IV層序

本遺跡群の基本層序は以下のとおりである。示標テフラでは浅間A軽石 (As-A : 1783年降

下)、浅間B軽石 (As-B : 1108年降下)が確認される。しかし、浅間B軽石は全域にわたって確

認されるのではなく、土層堆積が比較的厚い部分に断続的に存在する。しかし、低地部分に位置

する諏訪辺遺跡では土層堆積が厚いため、ほぼ全域で純層が確認された。また、浅間A軽石は耕

地部分では除去されており、純層で存在する部分は少ないが、諏訪辺遺跡では純層で存在してい

る。

1 a層 黒褐色土層 浅間A軽石を多量混入する。現在の表土層で、平均30cm程度の厚さであ

る。しまり、粘性ともあまりない。

1b層 灰白色軽石層 浅間A軽石純層であり、 10cm程度の層厚で、堆積している。中世館主止の堀

覆土には、二次的に寄せ集められたものが数十cmの厚さで堆積している。

しまり、粘性はない。

浅間B軽石を多量混入する。浅間A軽石降下以前の表土層で、層厚は一IIa層 黒色土層

定していないが、堆積状態が良好な部分では15~20cmの厚さがあるしま

り、粘性ともあまりない。

IIb層 灰褐色軽石層浅間B軽石の純層である。純層で存在

調がやや暗い。

V層 黄褐色土層 この層からローム層となる。板鼻黄色

軽石 (As-Y P : l.3万年前降下)が少

量混入している。しまり、粘性ともある。

7 -

III層 黒色土層

1Va層 掲色土層

1Vb層 褐色土層

する諏訪辺遺跡では 5cm前後の層厚で、

堆積している。しまり、粘性ともない。

As-Bはまったく混入しない。層厚は

20cm前後で、古墳時代~平安時代の遺

構の覆土の主体をなす層である。粘性

はややあるが、しまりはあまりない。

1V層は通常は細分されないが、本遺跡

群では色調から 2層に細分することが

できた。 1Vbより色調が明るい。しま

り、粘性ともやゃある。

基本的には1Va層と変わりないが、 色

o m 

I a層

IIa層

層

IIIb層

W層

V層

第 5図基本層序柱状図



V 遺跡各説

1 西裏・西新井遺跡

(1) 遺跡の概要

本遺跡は新寺地区遺跡群の主体をなす遺跡で、縄文時代前期・中期、古墳時代後期、奈良・平

安時代、中世にかけての時期の複合遺跡である。以下、各時代ごとに概要を述べる。

縄文時代

前期前半期では、遺構は検出されず、遺物が若干検出されたのみであり、遺跡の性格は判然と

しない。前期後半期ではB区東縁部において土壌が3基まとまって検出された。とれらの土墳中

からは多数の遺物が検出された。住居牡の存在は確認されなかったが、集落主止の一部と推定され

る。また、この付近で底面が焼けた土壌(いわゆるファイヤーピット)が1基検出されたが、所

属時期は不明である。

中期前半期の遺物は若干検出されたのみで、遺構は確認することができなかった。しかし、 B

区中央部において、中期後半期の住居祉が 1軒検出された。周囲には後世の遺構が密集しており、

捜乱を受けている可能性もある。当期の集落祉の一部と推定される。

古墳時代

この時期の遺構では、 6世紀代を中心とする竪穴式住居土止が16軒検出された。これらの住居牡

はA区 .B区とも散在し、重複する例はまったくない。遺存状況は比較的良好で、比較的深い掘

り込みを有している。竃は天井石や煙道部分まで残存しているものもある。また、主柱穴以外に、

B区H-18号住では間仕切りと推定される小柱穴列が検出されている。そして、壁外柱穴も多数

検出された。

遺物は覆土下層及び床面直上からまとまって検出される例も多く、A区H-18号住・B区H-5

号住.H-22号住などでは良好な共伴関係を有して検出された。また、薦編石が住居祉の隅から

集中して検出される例が数例認められた。

奈良・平安時代

この時期の遺構としては、竪穴式住居壮42軒、土壌44基、溝5条等が検出された。また、掘立

柱建物社の可能性のあるピットも多数検出されたが、調査区が細長いため、配列をはっきりさせ

ることができなかった。これらの遺構の時期は、 8 世紀~9 世紀にかけてのものであり、古墳時

代から継続的に集落が存在していたことが判明した。

- 8 



奈良時代の竪穴式住居杜は比較的掘り込みが深いものが多いが、平安時代のものでは浅い掘り

込みのものが多い。また、これらの住居祉の場合、主柱穴が竪穴内には存在しないものが大部分

であり、多くの住居土止では壁外に柱穴が多数存在している。この中にはある程度配列を推定する

ことができる例も存在している。また、この段階の住居牡では、床下土墳が存在する例が大部分

である。そして、平安時代の竃では脆弱な板状の石材(凝灰岩)を多用した石組のものが特徴的

に認められる。遺物は竃付近から検出される例が多いが、古墳時代の住居牡とは異なり、覆土中

からも多量検出される。

土壌のうちA区西縁部で3基まとまって検出された例は底面が焼けており、羽口・鉄棒・炭化

物などが検出され、鍛冶遺構と推定される。

溝では調査区を南北に横断するものが大部分で、限定された範囲の調査であるため、これらの

溝の用途については判然としない。

中世

当期の遺構としては、B区東部において館祉の堀の一部が検出された。この館壮はこれまでまっ

たく存在が知られていなかったものであり、呼称等もないので「新寺館杜」と呼称することにす

る。今回の調査では堀の北西隅が検出された。堀の断面形は矢研状を呈し、上幅約3.6m・深さ約

1.7mであり、西側面部では多数のピットが確認された。また、内側には土塁が存在していたこと

が調査区の断面から確認された。堀の覆土中からは縄文~平安時代の遺物は検出されたが、当期

の遺物は検出されなかった。

なお、この館牡の全体規模は現地の状況・地籍図・航空写真等から検討した結果、南北75m(3/ 

4町)・東西100m(1町)の規模と推定される。

また、 A区西端部の松井田町との境界上を南北に横断する道路状遺構と両側に存在する側溝が

検出された。この遺構の詳細については、松井田町が刊行した『人見北原遺跡，] (水沢・ 1990)に

掲載されている。

(2) 縄文時代の遺構と遺物

a 住居祉

J -1号住居土止(第7図)

形状・遺物出土状態 との住居牡はB区中程に位置する。平面形は直径約4.8mの不整円形を呈し、

掘り込みは浅い。主柱穴は明確で、なく、不規則に浅いピットが存在する。住居南部分に浅い土墳

が存在し、この中から深鉢等(第 7図l・第8図1・2)の大形破片がまとまって検出された。

また、中央やや北西寄りに埋設土器(第8図4)が存在する。しかし、この住居土lとでは炉祉は確

認できなかった。
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-10 -



I I 八
川
げ

U
V

一J

も
川
町
ザι経ペト

'I 

4 

。 20cm 

A 一一B

⑧ 

。一D-II号土壌

222.1 m 
A 一一 B

D-ll号

6 

く二〉
。 20cm 

A匂?B
D-13号土壌

。

第8図 J-1号住居牡出土遺物・土墳実測図

11-



以上のように、この遺構は住居祉と認定したものの、主柱穴・炉祉が明確でなく、主要な遺物

は内部に存在する土墳からまとまって検出されており、明確な住居主止とは言い難く、なお検討の

余地がある。

縄文時代出土の遺物

土器(第7図・第8図 1~ 4) lは深鉢土器で、残存率は約 1/2である。浅く外反する口唇

部は無文帯で「くJの字に張り出す胴部との境に 2条の太い沈線が施文される。胴上部は隆帯と

沈線による横位区画がなされ、区画内は串状工具により施文される。また、横位区画の部分にX

字状の大きな把手が付き、円状刺突が施されている。この横位区画から下底部までは浅い沈線に

よる縦位の区画がなされ区画内は串状工具により施文される。 2は査で、口縁部から胴昔日まであ

り、残存率約1/3である。口唇部は短く無文で胴部は大きく「く」の字に張り出す。口唇部から

胴上部にかけて 2条の太い隆帯により横位の区画がなされ、隆帯と隆帯の聞に等間隔で、小さな把

子が付く、乙れ以下胴部は太い 2条の降帯を基本とし、蕨手状、楕円状の文様が施文される。 3

は胴部から底部の破片で、 2条の浅い沈線により区画され、区画内に短節の斜縄文が施される。

4は胴部から底部の破片で、 3同様浅い 2条の沈線により区画され、区画内に短節の斜縄文が施

される。その中を浅い 1条の沈線が蛇行しながら垂下している。 5は胴部破片で地文に短節の斜

縄文が施文され、その施文の上に耳状貼付文が施される。以上出土土器よりこの住居は縄文時代

中期加曽利E式後半と判断される。

石器(第8図5) 乙の住居社から検出された石器としては打製石斧がある。形態は短冊形で、

基部のみ残存する。石材は在地の頁岩製である。

b 土壌

0-11号土墳(第8図)

平面形は長径2.1m短径1.6mの楕円形を呈し、深さO.7mをはかる。この土墳は 2基の土墳が重

複したもので、切り合い関係から北側の土墳 (D-llb号)が古く、南側の土墳 (D-lla号)

が新しい。 D-lla号土壌は底面に直径約O.9m、深さO.2mの浅い凹部を有する。

遺物としては土器片のほか、石鉱・石錐・スクレイパ-A類・打製石斧・磨石・剥片A類・剥

片B類などが検出されている。特に、黒曜石製の剥片A類・石鉱などが大量検出されたことが特

筆される。乙れらの遺物の大部分はD-lla号土墳の覆土中から出土している。また、遺物から

2基の土壌は近接した時期に作られたものであり、縄文時代前期後半(諸磯期)のものと判断さ

れる。

0-12号土墳(第8図)

平面形は円形を呈し、直径1.4m、深さO.6mをはかる。遺物は少量覆土中より検出され、遺物か
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ら前期中葉(黒浜期)の遺構と判断される。

0-13号土墳(第8図)

平面形は円形を呈し、直径1.0m、深さ0.8mをはかる。底面に直径0.4m・深さ0.2mの浅い凹部

を有する。前期の所産と推定される。

土境出土の遺物

土器(第9図・第10図 1~ 3 ) 1 ~ 10はD-ll号土壌から出土している。 1は口緑部破片で、

短節の斜縄文により施文される。 2は胴部破片で、短節の斜縄文が羽状に施文される。 3は口緑

から胴部の破片で口唇部は「く jの字に強く内側に折れる。地文は短節の斜縄文が施され、半裁

竹管状の工具による沈線で、横位に口唇部下から等間隔に施文が成される。 4は口縁から胴部の

破片で、文様は 3とほぼ同様だが口唇部が3と異なり、外反したまま内側に折れない。 5は口緑

部破片で、刻みを持つ浮線文により施文される。 6、7、8、10は胴部は破片で、細い半裁竹管

状の工具により内側爪形文により文様が施文される。 10は胴上部は縦位に、下部は横位に施文さ

れている。 9 は口緑部破片で\口緑部無文で短く直立する。第10図の 1~3 はD-12号土壌から

出土している。 lから 3は、前期前半に属する土器である。 1が胴部破片 2、3が口緑破片で、

いずれも胎土に繊維を多く含み器面全体に短節の斜縄文が施されている。

石器(第12図 1~8) D-ll号土壌からは多量の石器が検出された。特に、A類の黒曜石製石器・

剥片が多く検出された。 A類の石器としては、石鯨・石錐・スクレイパーA類・リタッチドブレ

イク A類が存在する。 1~3 は石鯨である。 1 ・ 2 は完成品であるが、 3 は未成品である。これ

らの石鉱は凹基無茎で、比較的幅広で先端部が突出する特徴を有しており、未成品も含めて同ー

の範型と考えられる。 4は石錐であり、尖端部が一部欠損している。

5・6は打製石斧である。いずれも在地の頁岩製であり、形態は短冊形である。 5は刃部に使

用による磨耗痕が観察される。 6は基部のみ残存する。

7・8は安山岩製の磨石である。 7は両面に磨面が存在し、上下両端部に敵打痕が認められる。

8は両面に磨面が存在し、上端部に蔽打痕が観察される。

C 調査区出土の遺物

土器(第10図 1~10 ・第11図) 1、2は前期前半に属する土器である。 1は口縁破片、 2が胴

部破片で、いずれも胎土に繊維を多く含み器面全体に短節の斜縄文が施されている。 3は口緑か

ら胴部破片で、波状口緑を呈し、太めの半裁竹管状の工具による平行沈線により口緑部は菱型、

胴部は横位に施文されている。 4は口緑部破片で、無節の斜縄文が施文されている。 5は口緑部

破片で、短節の斜縄文が施されているが磨滅が著しい。 6は胴部破片で、短節の斜縄文が施され

ている。 7は胴部破片で¥地文に短節の斜縄文を施し、その上に刻みを持つ浮線文を横位に施文

16 -
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している o 8， 9は口緑部破片で、半裁竹管状工具によるかなり深い内側爪形文、隆帯により文

様構成され、隆帯上に斜めに深く単節斜縄文の原体を押圧している。 10は胴部破片で、半裁竹管

状工具による内側爪形文により文様構成される。

11から30は前期後半に属する土器である。 11、12、13は嗣部破片で、浮線文により文様構成さ

れている土器である。 14は胴部破片で、地文に単縄文を施した後、半裁竹管状の工具による平行

沈線で文様構成されている。

15は胴部破片で、半裁竹管状工具による集合沈線文と円形状貼付文により文様構成される。 16

から20は半裁竹管状工具による集合沈線文、棒状、耳状、円形状貼付文により文様構成されてい

る土器である。 16と20が口緑部破片で他は胴部破片である。 21は口緑部破片で、半裁竹管状の平

行沈線、棒状、耳状、円形状貼付文により文様構成されている。 22は口緑部破片で、地文に単節

の斜縄文を施し、耳状、円形状貼付文により文様構成されている。 23から26は半裁竹管による。

深いしっかりとした平行沈線で文様構成されている土器である。すべて胴部破片である。 25から

30は半裁竹管により深めの平行沈線で文様構成されている土器である。 25、27、28は胴部破片、

29、30は底部破片である。 31から33は中期初頭に属する土器である。 31は口結部破片で、口唇部

下に刻み、半裁竹管状工具による深い平行沈線により鋸歯状の文様を構成している。 32は胴部破

片で、半裁竹管による沈線と三角形状の交互刺突により文様構成される。 33は口緑部破片で、半

裁竹管による沈線により、区画された中を半裁竹管状工具により X状に施文されている。胎土に

雲母を含む。 34から40は中期前半に属する土器である。 34は胴部破片で、半蔵竹管による平行沈

線と刺突で文様構成される。胎土雲母を含む。 35は口緑部破片で、波状を呈する。櫛状工具によ

り文様構成され、胎土に雲母を含む。 36から40は半裁竹管状工具による平行沈線、刺突などによ

り文様構成されている土器である。すべて胴部破片で、 38は胎土に雲母を含む。 41から45は中期

後半に属する土器である。 41、42は口緑部破片で、隆帯と沈線により楕円状の区画を形成し、区

画内に単節の斜縄文を施す。 43、44、45は口結部破片で、 41、42同様隆帯と沈線により楕円状の

区画を形成する。区画内には櫛状の工具による集合沈線を施す。

石器(第12図9~13) 調査区内から遺構に伴わずに検出された、あるいは後世の遺構中から検出

された石器は全体としては少量で、あった。

9は凹基無茎石鉱で、黒色安山岩製である。 10は横形の石匙で、チャート製である。 11は打製

石斧である。形態は短冊形で、在地の頁岩製である。刃部には使用による磨耗痕が観察される。

12はスクレイパ-B類である。原探面を大きく残す幅広剥片を素材とし、縁辺部に刃部を作出し

ている。在地の頁岩製である。 13は凹石である。麗面は両面に、凹は表面に浅く 1カ所存在する。

これらの石器の所属時期については石器の特徴だけでははっきりしない部分も多いが、少なく

とも前期から中期の所産であると言えよう。

- 18 



(3) 古墳時代~奈良・平安時代の遺構と遺物

住 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

AH-1号 3.1X2.4 N-2T-W ゴヒ N-260-W  

住居構造 掘り込みは、確認面から46cm

住居内に柱穴が東に 3基存在する。

住居外北東、南西、南東に柱穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は良好。天井部に石を使用し、ロームを混入する褐色土で構築されてい

る。

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。完形の杯が竃付近の床直から出土。

警の破片が篭西脇から出土。

イ主 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

A H - 2号 2.7X3.0 N-140-E 北 N-140-E  

住居構造 掘り込みは、確認、面から42cm

柱穴は住居内には確認されず、西壁際と住居外に存在する。

竃構造・構材 遺存状態は良好。ローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 覆土中から少量の遺物が検出された。均二は竃から出土。小形警は南東周辺部下層

から出土。

f主 居 祉 規模(m) 主 軸 竃位置 篭主軸

A H - 3号 2.0X N-120-W  ~t N-20
0-W  

住居構造 掘り込みは、確認面から66cm

南半分が調査区外となり、竃の東側に貯蔵穴が存在する。

竃構造・構材 竃南部分が調査区外となり、遺存状態も悪いため不明。

遺物出土状況 出土遺物は極めて少ない。警の破片が覆土中から出土。

第 1表 A区住居壮観察表(1)

20cm 

第13図 AH-2号住居社出土の遺物
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第14図 AH-1号・ AH-2号住居牡・出土遺物実測図
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第15図 AH-3号・ AH-4号住居社実測図
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22 -

て二L/

6 

11 

10 



0 
12 

¥ ¥. 

J， " 
、 fくて、入 " '" 
〉ぐ" ò~~~1_ ¥、¥ご

三て気遣嘉芋3
13 

。 __f ( \~l ~~与とふうと\
[j/¥ !、々、、'¥ '/ -_，. I 
~~-I ノ I-C'('ρJ\入どに /J ¥ 

~ /_ j t/I-.r~. !.ノ i) .1 
、____'-'¥_ fヘー' ノ

~，で~λ 、ffJ j入

二生烹芯戸ご D 14 
i J1f¥ぺ;，Jj'/:!/fy-
、-~-、'~

言、

¥でや叫二¥; 

-ーJ、- ， 

己 。15 16 

。 5 cm 

第17図 AH-4号住居社出土の遺物(2)

f主 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

A H - 4号 3.4X3，3 N-I06
0-E 東 N-I030-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から48cm

住居内の西に床下土壌が2基存在する。

竃構造・構材 遺存状態、は良好。袖部はローム混じりの褐色土と軟賓の板状石材により構築され

ている。また、天井部及び煙道部は軟質の板状石材により構築されている。

遺物出土状況 比較的多量の遺物が検出された。高台付碗、高台付皿が南西周辺部床直から出土。

坪、小形蓬が竃から出土。軸のみの鉄製紡錘車3点、青銅金具、鉄淳が中央部下

層から出土。砥石が篭から出土。

特記事項 数個の比較的大きな河原石により、篭が破壊された状態、で検出された。

住 居 牡 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

A H - 5号 5，OX N-93
0-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から50cm

南大部分が調査区外となる。

竃構造・構材

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。杯の破片、力子が出土。

特記事項 AH-6号、 AH-7号住居牡と重複する。

新旧関係はAH-5号住→AH-6号住→AH-7号住

第2表 A区住居壮観察表(2)
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第四図 AH-5号・ AH-6号・ AH-7号住居牡実測図
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第四図 AH-5号・ AH-7号住居社出土の遺物

住 居 牡 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H - 6号 × 

住居構造 掘り込みは、確認面から20cm

南部分が調査区外となる。

篭構造・構材

遺物出土状況 遺物は検出されなかった。

特記事項 AH-5号、 AH-7号住居杜と重複する。

新旧関係はAH-5号住→AH-6号住→AH-7号住

イ主 居 社 規模(m) 王 南出 電位置 竃主軸

A H - 7号 2.4X N-IOOO-E 東 N-9T-E 

住岩構造 掘り込みは、確認面から18cm

南部分が調査区外となる。側壁に柱穴が存在する。

篭構造・構材 遺存状態は悪い。構築材として軟質の板状の石材を使用している。

遺物出土状況 比較的多量の遺物が検出された。

杯の破片が南西周辺部下層から出土。羽釜の破片が竃内から出土。

特記事項 AH-5号、 AH-6号住居牡と重複する。

新旧関係はAH-5号住→AH-6号住→AH-7号住

第 3表 A区住居壮観察表(3)
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第20図 AH-8号住居杜実測図

イ主 居 牡 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H - 8号 3.7X← N-92'-E 東 N-9r-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から18cm

主柱穴及び補助的な柱穴が不規則に存在する。また、側壁部分にも柱穴が存在す

る。調査区外となるが竃の南側に貯蔵穴と思われる柱穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部はローム混じりの褐色土により構築されている。また、軟

質の板状の石材を構築材として使用している。

遺物出土状況 多量の遺物が南東、南西に散在している。羽釜、警が竃内から出土。また、羽釜、

婆、坪の破片がその周辺床直、下層から出土。完形の石製紡錘主主が下層から出土。

第 4表 A区住居社観察表(4)
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第21図 AH-8号住居社出土の遺物
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第22図 AH-IO号住居牡・出土遺物実測図
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住 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

A H -10号 4.2X3.8 N-3"-E 北

住居構造 掘り込みは、確認面から伽 l 
篭東側に貯蔵穴が存在する。また、壁下には周溝が北西から北東に回っている。

竃構造・構材 竃の大部分が調査区外となっているため不明。

遺物出土状況 一一…ーされた向の杯一面一
の床直、下層から出土。遺物の破片が住居南東、南西の床直、下層から出土。住

居南西隅からは多数の薦編石がまとまって出土。

住 居 杜 規模(m) 主 事由 竃位置 竃主軸

A H -11 a号 2.8X3.2 N-86"-E 東 N-84"-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から36cm

他の住居と重複しているため明瞭でない。

竃構造・構材 遺存状態は悪い。袖部はロ←ム混じりの褐色土で構築されている。また、軟質の|

板状の石材を使用している。 AH-11b号住との重複により一部が遺存している

のみであった。

遺物出土状況 比較的多量の遺物の破片が検出された。

特記事項 AH-11b号、 AH-11c号住居杜と重複する。

新旧関係はAH-11a号住→AH-11b号住→AH-11C号住

住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -11 b号 5.0X4.6 N-88"-E 東 N-83"-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から36cm

北西、南西、東の側壁に柱穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は悪い。ローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 多量の遺物の破片が検出された。

特記事項 AH-11a号、 AH-11c号住居社と重複する。

新旧関係はAH-11a号住→AH-11b号住→AH-11c号住

イ主 居 社 規模(m) 主 軸 篭位置 篭主軸

A H -11 c号 3.0X3.0 N-92"-E 東 N-91"-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から36cm

竃構造・構材 袖部及び天井部は板状石材で構築されている。

遺物出土状況 多量の遺物の破片が検出された。

特記事項 AH-11a号、 AH-11b号住居牡と重複する。

新旧関係はAH-11a号住→AH-11b号住→AH-11C号住

第5表 A区住居壮観察表(5)
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第24図 AH-12号住居祉・出土遺物実測図
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第26図 AH-13号住居壮出土の遺物
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イ主 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

A H -12 a号 3.2X2.5 N-560-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から18cm

北西部分が調査区外となっている。住居内外共に柱穴は存在しない。

竃構造・構材

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。杯、高台イ寸皿、高台付碗の破片が出土。

特記事項 AH-12b号住居I止と重複する。
新旧関係はAH-12b号住→AH-12a号住

住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -12 b号 3.4X N-8T-E 東 N-1440-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から42cm

北部分が調査区外となっている。住居内外共に柱穴は存在しない。

竃構造・構材 遺存状態は悪い。ローム混じりの褐色土で構築されている。軟質の板状石材を使

用している。

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。高台イ寸碗が床直から出土。鉄製万子がカクランから出

土。

特記事項 AH-12旦号住居牡と重複する。

新旧関係はAH-12b号住→AH-12a号住

住 居 社 規模(m) 王 事由 竃位置 竃主軸

A H -13号 4.6X4.4 N-100-E ;:f~ N-100-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から58cm

住居外に柱穴が存在し、南西に 2基の土壌が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は良好。袖部及び、煙道部はローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 遺物は床直、下層から遺棄された状態で検出された。

完形の杯、長胴妻、甑が竃前面床直、下層から出土。察、杯が北東、南東、南西

周辺部床直、下層から出土。鉄製品の鎌が南周辺部中層から出土。薦編石は中央

部から南西周辺部に散在している。

住 居 牡 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

A H -14号 3.4X N-700-E 東 N-730-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から46cm

北部分が調査区外となっている。住居内外共に柱穴は存在しない。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部及び煙道部はローム混じりの褐色土層と軟質の板状石材で

構築されている。

遺物出土状況 多量の遺物が検出された。察、高台付碗の破片が竃から出土。杯、察、高台付碗、

長頚瓶の破片が周辺部から出土。

特記事項 住居内中央部やや南側に炭化材が存在する。

第 8表 A区住居壮観察表(6)
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イ主 居 社 規模(m) 王 車出 竃位置 竃主軸

A H -15号 2.4X N-20- W  

住居構造 掘り込みは、確認面から5cm

南半分が調査区外となっている。壁下に周溝が回り、周溝内に小ピットが数基存

在する。

竃構造・構材

遺物出土状況 覆土中から少量の萎の破片が出土。

住 居 牡 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -16号 3.9X一

住居構造 掘り込みは、確認面から38cm

南半分が調査区外となっている。住居内外共に柱穴は存在しない。

竃構造・構材

遺物出土状況 比較的少量の遺物が検出された。ほぼ完形の甑が東周辺部床直から出土。杯が中

央部覆土中から出土。

第7表 A区住居社観察表(7)
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住 居 社 規模(m) 主 南由 竃位置 竃主軸

A H -17号 2.4X N-98
0-E  東 N-94

0

-E  

住居構造 掘り込みは、確認面から36cm

北半分が調査区外となっている。柱穴は住居内に存在しないが、南西側壁部分に

1基存在する。

竃構造・構材 遺存状態は悪い。袖部はローム混じりの褐色土と軟賓の板状の石材で構築される。

また、天井部も軟質の板状石材で構築されている。

遺物出土状況 少量の遺物が遺棄された状態で検出された。杯、窪、小形斐が竃前面床直、下層

から出土。破片の出土が極めて少ない。

f主 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主車由

A H -18号 6.5X6.3 N-llO-w 北 N← w-w 
住居構造 掘り込みは、確認面から66cm

住居内に主柱穴が4基存在する。また、間仕切りと思われる補助的な柱穴が数基

存在する。

竃構造・構材 袖部はローム混じりの褐色土で構築される。

天井部はローム混じりの褐色土と軟質の板状の石材で構築される。

遺物出土状況 遺物は下層及び床直から遺棄された状態で検出された。完形の坪は南東、南西、

北西隅、及び竃前面の床直から出土。杯(第32図・ 11)は上層から出土。竃の東

脇床直から完形の甑が出土。薦編石は周辺部床置に散在。

特記事項 AH-19号住居祉と重複する。

新旧関係はAH-18号住→AH-19号住

住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -19号 4.2X5.8 N-1l5
0-E  東 N-1l30-E  

住居構造 掘り込みは、確認面から18cm

住居内外共に柱穴は存在しない。

竃構造・構材 遺存状態は悪い。ローム混じりの褐色土と軟質の板状石材で構築される。

遺物出土状況 比較的大量の遺物の破片が住居全体の床直、下層から検出された。王室、杯が竃前

面床直から出土。長頚瓶が北周辺部床直から出土。

特記事項 AH-18号住居祉と重複する。

新旧関係はAH-18号住→AH-19号住

住 居 社 規模(m) 主 宅自 竃位置 竃主軸

A H -20号 ×一 N-1r-E 北 N-T-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から80cm

また、大部分が調査区外となっている。

竃構造・構材 遺存状態は悪い。

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。杯、長胴警が竃から出土。長頚瓶が西周辺部下層から

出土。

特記事項 AH← 21号住居泣と重複する。

新旧関係はAH-20号住→AH-21号住

第8表 A区住居牡観察表(8)

- 43-



A H -21号住居祉 。 0 
@ 
0 

A ゑ~#AW~倒……'///////////…媛 B

。 4 m 

A H-22号住居祉

Z
I
1
0
1
1
9
 

@ 

11 I 

20cm 

C
l
l
l
 

A一一

。

A224.5m -

一一ーB

。寸

巨

山

守

N
N
U

A H-22号

B 

A H-22号(竃)

層番層 名 色調 しまり 枯性 R.P 混R.B入桂十物能化物 摘考

i 暗褐色土府 o 1016 製詫 3長

2 暗亦褐色土府 Iぇ 2 。。 01"  X 竃1由~ k井

3 買手褐色土居 2く3 。。 。ム × 

4 暗貨問色土層 3> 4 。。ム 3髭 X

5 貫，h，褐色土層 4(5，3)5 ム"'" 。ム6 暗，n-'褐色士層 5>6 ムム 表。 ム
7 黄褐色土層 6"':::7 ム。 。x， x 
81sg賀補色土層 6>8 。。 ム議 x 1"111由守
9 暗描色土層 1 <9 企ムム 努 X

E224.4m 
} 3 一一F

- 44-

。 4 m 

第35図 AH-21号・ AH-22号住居社・出土遺物実測図



にLj

、、、、、、、、、、

」

7 

ミキノ

2 

」ムメ

， 
， I 
I I 
I l 
1 ，. 

" " 
， 
， 
" I 1 ， 
， 

。

第36図 AH-22号住居社出土の遺物

- 45 

20cm 



i 11 

一一F

225.5m 
A 一一B

一ー一一一-

物物物協d

J1787-
四

<( <( 

4 m 

四
【匂

4 m 

にJ

。

。

G225.6m - 一一H

2111ili定偲色土層 l' 21 .6 1.6 I I ̂  I d 
3 附mi喝色土層 2 ~ I ̂ム コι
4 4褐色土屑 3 ，41 x I x I I (コ I@
5|陥褐色1層 11ラ51 .d. Iム 161'長 lム
6i略褐色土府 15 >61 0 Iム IxlO
7|武絹色土層 15，，71 @ I @ I I @ I潟
8 ¥i1t褐色土層 11、810101 1010 

20cm 

20cm 

第37図 AH-23号・ AH-24号住居社・出土遺物実測図

- 46-

2 



イ主 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -21号 4.4X N-80"-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から14cm

南部分が調査区外となっている。住居外に柱穴が存在する。

竃構造・構材

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。長胴護、坪の破片が出土。

特記事項 AH-20号住居社と重複する。

新I日関係はAH-20号{主→AH-21号住

住 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

A H -22号 4.9X4.4 N-5"-W ゴじ N-l4"-E  

住居構造 掘り込みは、確認面から62cm

住居外に上屋根と推定されるピットが存在する。

篭構造・構材 遺存状態は普通。袖部及び天井部はローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 完形の杯が竃東脇、南西周辺部下層、床直から出土。長胴斐が竃前面下層から出|

土。破片が住居周辺部下層床直に散在している。護、長頚瓶が覆土中から出土。

薦編石が北東、南東、南西周辺部に散在している。

住 居 牡 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -23号 × 

住居構造 掘り込みは、確認面から70cm

大部分が調査区外となっている。壁下に周溝があり、小さなピットが数基存在す

る。

竃構造・構材

遺物出土状況 少量の杯、王室の破片が検出された。小形警が周辺部下層から出土。

特記事項 AH-24号住居社と重複する。

新旧関係はAH-23号住→AH-24号住

住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -24号 4.0X N-89
0-E  東 N-92"-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から36cm

南部分が調査区外となっている。住居外北西、北西隅側壁に柱穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は良好。ローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 比較的多量の遺物が検出された。完形の杯は床直から出土。長胴警が竃から出土。

少量の鉄屑が出土。

特記事項 AH-23号住居土止と重複する。

新旧関係はAH-23号住→AH-24号住

第9表 A区住居壮観察表(9)
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住 居 牡 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

A H -25号 2.4X 

住居構造 掘り込みは、確認面から74cm

大部分が調査区外となっている。

竃構造・構材

遺物出土状況 薦編石が住居北西下層から出土。

住 居 牡 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -26号 ←× 

住居構造 掘り込みは、確認面から78cm

大部分が調査区外となっている。

竃構造・構材

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。完形の杯、小形警が覆土中から出土。

住 居 牡 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

A H -27号 5.7X N-780-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から16cm

AH-28号、 AH-29号、 AH-30号住居社と重複しているため明瞭でない。

竃構造・構材

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。坪、警の破片が出土。

特記事項 AH-28号、 AH-29号、 AH-30号住居祉と重複する。

新旧関係はAH-28号住→AH-29号住→AH-27号住→AH-30号住

住 居 牡 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -28号 3.8X2.6 N-7T-E 東 N-730-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から46cm

南東側壁、住居内南西に柱穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部はローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 多量の遺物の破片が検出された。坪、長胴蓬が竃付近下層から出土。

特記事項 AH-27号、 AH←29号、 AH-30号住居社と重複する。

新旧関係はAH-28号住→AH-29号住→AH-27号住→AH-30号住

住 居 牡 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

A H -29号 一× N-llO-E 北 N-580-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から44cm

南半分が調査区外となっている。側壁と住居外に柱穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部及び天井部はローム混じりの褐色土と軟質の板状石材で構|

築されている。

遺物出土状況 少量の遺物の破片が検出された。

特記事項 AH-27号、 AH-28号、 AH-30号住居I止と重複する。

新旧関係はAH-28号住→AH-29号住→AH-27号住→AH-30号住

第10表 A区住居壮観察表(10)
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住 居 社 規模(m) 主 軸 篭位置 竃主軸

A H -30号 ×一

住居構造 掘り込みは、確認面から11cm

大部分は調査区外となっている。

竃構造・構材

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

特記事項 AH-27号、 AH-28号、 AH-29号住居祉と重複する。

新旧関係はAH-28号住→AH-29号住→AH-27号住→AH-30号住

第11表 A区住居壮観察表(11)
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AH-9号住居士止
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1 黒褐色土層 ムム※ III層に頴似
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5 暗褐色土層 2>5 ム。ム
6 黒褐色土層 5)6 ム。※
7 黒褐色土層 6)7 ム01'* 
8 暗黄褐色士層 7く8 ム。。。
9 暗黄褐色土層 8く9 。Ol@ 。
10 黒褐色土層 6く10ムO ムム
II 黄褐色土層 10くII。。 @llV層

A H -32号住居社

@ 
~~" 
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I1 b層

Ia層~

A2241m E層 ー一一一一一一ー~ -ー ノ
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層番 層 名 色調 Lまリ 帖性
混入物

R.P I R.B焼土民化物
I 暗黄偽色土層 。。 。※ × 

2 黒偽色土層 1>2 ム616  ムム
3 黄褐色土層 2く3 。。 。ム ム
4 赤褐色土層 3く4 。。 ム⑬ 。
5 I~，褐色土層 Zく5 C 。 O ム※ 
6 黄赤褐色上国 2く6，3=6。。 。。 × 

7 暗責措色土層 5く7 。。。 ムム
。 4 m 

4 m 
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住 居 社

A H -31号

住居構造

竃構造・構材

遺物出土状況

住 居 牡

A H -33号

住居構造

竃構造・構材

遺物出土状況

住 居 牡

A H-9 a号

住居構造

竃構造・構材

遺物出土状況

特記事項

住 居 社

AH-9b号

住居構造

竃構造・構材

遺物出土状況

特記事項

住 居 牡

A H -32号

住居構造

竃構造・構材

遺物出土状況

規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

5.7X N-10。←W

掘り込みは、確認、面から42cm

北半分が調査区外となっている。住居内に 2墓の土壌が存在する。南西側壁には

柱穴が存在する。

少量の遺物が検出された。ほぽ完形の坪が周辺部下層から出土。住居東隅からは

薦編石がまとまって出土。

規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

一× N-40-E  

掘り込みは、確認面から64cm

北、北東部分が調査区外となっている。壁下には周溝が回っている。

住居内に主柱穴が2基存在する。

少量の遺物が検出された。完形の蓋、杯の破片・薦編石が覆土中から出土。

規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

4.4X N←5
0-E  

掘り込みは、確認面から15cm

南部分が調査区外となっている。

多量の遺物の破片が覆土中から検出された。周辺部全体に散在している。

AH-9 b号住居牡と重複する。

新旧関係はAH-9b号住→AH-9a号住

規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

3.0X N-50-E ::It N-go-E 

掘り込みは、確認、面から40cm

南部分が調査区外となっている。竃の西に土壌が存在する。

遺存状態は普通。袖部及び煙道はローム混じりの褐色土で構築されている。

多量の遺物の破片が検出された。住居東側から数個の薦編石が出土。

AH-9 a号住居牡と重複する。

新旧関係はAH-9b号住→AH-9a号住

規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

× N-lOOO-E 

掘り込みは、確認面から74cm

大部分が調査区外となっている。

少量の遺物の破片が検出された。婆の破片が覆土中から出土。

第12表 A区住居社観察表(12)
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土壌No 平面形 平面規模(cm) 深さ(cm) 備 考

D-1号 楕円形 130X60 40 

D一一2号 楕円形 124X76 22 少量の土師器の破片が出土。

D-3号 円形 90 34 長・幅・厚 (5.7X6X4.6)cm重量220gの鉄浮が覆土から出
土。

D一一4号 楕円形 138X96 44 少量の土師器、須恵器の破片が出土。

D-12号 楕円形 154X 100 44 

D-14号 円形 136 20 

D-18号 円形 長・径・口径 (13.1X7.4X2)cm重量420g (第43図・1)(5. 
2X5.9X2.4)cm重量70g (第43図・ 2) (4.8X4.9X3.4)cm 
重量50g (第43図・3)の羽口が覆土から出土。少量の鉄屑
が出土。

D-21号 円形 104 40 少量の土師器、須恵器の破片が出土。

第13表 A区土壌観察表

土壌・ No 器種 j去 量(cm) 備 考

D← 3号4 鉄 淳 長5.7 幅6.0 厚4.6 重量220.0g フ ク土

D一一18号 l 3j3j 口 現存長13.1 径7.4 口径2.0 重量420g フ ク土

D-18号 2 羽 口 現存長5.2 径5.9 口径2.4 重量70.0g フ ク土

D-18号 3 3j)j 口 現存長4.8 径4.9 口径3.4 重量50.0g フ ク土

第14表 A区土墳出土遺物観察表

溝 No 上幅(m) 下幅(m) 深さ (m) 備 考

M-1号 2.0 0.5 1.0 D-20、E-20グリッドに位置し、南北に走る。

AH-9号住居杜と重複している。

遺物はAH-9号住居社付近上層から少量の土師器の破

片が出土。北側上層から少量の須恵器の破片が出土。

M-2号 0.8 0.5 0.24 D-4、E-4グリッドに位置し、南北に走る。

遺物は少量の土師器の破片が覆土中から出土。

M-3号 0.6 0.5 0.18 D-3グリッドに位置し、東西に走る。

遺物は極少量の須恵器の破片が覆土中から出土。

第15表 A区溝観察表
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ズ
リ
細
砂
粒
を
少
量
含
む
樟

色
ほ
ぽ
完
形

珂=
内
面
:
横
ナ
デ

A
H
-
1
0住
4
土
師
器
①
23
.5
②
36
.2
③
3.
5 

外
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
縦
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
多
量
含
む
褐

色
ほ
ぽ
完
形

一
部
ス
ス
付
着

長
岡
饗

内
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
横
へ
ラ
ナ
デ

A
H
-
1
0
住
5
土
師
器
①
16
.5
②
2
l.
5
③
 

外
面
・
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
縦
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
含
む

褐
色
口
縁
部
~
胴
部
%

斐
内
面
・
横
ナ
デ

A
H
-
1
0住
6
土
師
器
①
(2
0.
2)
②
(
l
3
.8
)
③
(
←
)
 
外
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
斜
め
へ
ラ
ケ
ズ
砂
粒
含
む

褐
色
口
縁
部
~
胴
部
%

斐
リ 内
面
・
横
ナ
デ

A
H
-
1
0住
7
石
製
長
1l
.
5
幅
2.
5
厚
2.
1

各
面
平
担
。
端
の
稜
は
鋭
い

淡
褐
色
一
部
欠
損

流
文
岩
製
(
砥
沢
つ
)

砥
石
重
量
10
0.
0g

A
H
-
l
l
{主
1
須
恵
器
①
15
.0
②
5.
7 
@
7
.
0
 

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

細
砂
粒
を
含
む
灰
白
色
yz 

高
台
付
碗

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

A
H
-
l
l
{主
2
須
恵
器
①
13
.6
②
13
.8
③
 

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

細
砂
粒
を
含
む
灰
白
色
%
 

高
台
付
碗

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

A
H
-
l
l
住
3
鉄
浮
長
3.
5
幅
5.
0
厚
2.
3

重
量
40
g

A
H
-
1
2
住
l
須
恵
器
①
14
.4
②
5.
1 
@
6
.
6
 

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

細
砂
粒
を
少
量
含
む
灰
白
色
%
 

b
区
上
層

杯

A
H
-
1
2
住
2
須
恵
器
①
(1
6.
8)
②
(5
.0
)
③
(7
.0
) 
内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

細
砂
粒
を
少
量
含
む
灰
白
色
%
 

b
区
上
層

杯

A
H
-
1
2
住
3
須
恵
器
①
14
.0
②
3.
5
③
6.
0 

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

砂
粒
を
少
量
含
合
灰
白
色
完
形

b
区
上
層

高
台
付
皿

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

A
H
-
1
2
住
4
須
恵
器
①
14
.2
②
5.
7 
@
6
.
5
 

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

砂
粒
を
少
量
含
む
灰
白
色
%
 

a
 b
区
上
層

高
台
付
碗

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

A
H
-
1
2
{
:主
5
須
恵
器
①
16
.3
②
5.
5
③
7.
7 

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

徽
密

灰
色
%
 

高
台
付
碗

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

A
H
-
1
2
イ主
6
 
刀
子
現
存
長
5.
7
幅
l
.
6
厚
0.
5

鉄
製
品

重
量
7.
6g

A
H
-
1
2
住
7
鉄
製
金
具
最
大
径
5.
0
厚
0.
5

完
形

重
量
12
.2
g

A
H
-
1
2住
8
紡
錘
車
現
存
長
6.
2
幅
(
径
)3
.7

鉄
製
品

厚
0.
5
重
量
43
.6
g
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。、 ト」

住
居
牡
.
No
 

A
H
-
1
3
{主
l

A
H
-
1
3
住
2

A
H
-
1
3
住
3

A
H
-
1
3住
4

A
H
-
1
3住
5

A
H
-
1
3
住
6

A
H
-
1
3
住
7

A
H
-
1
4住
1

A
H
-
l
41:主
2

A
H
-
1
4住
3

A
H
-
1
4住
4

A
H
-
1
4住
5

A
H
-
1
4
住
6

A
H
-
1
4
{主
7

A
H
-
1
4
{主
8

器
種

土
師
器

均
=

土
師
器

珂
t

土
師
器

婆

土
師
器

婆

土
師
器

婆

土
師
器

甑 鎌

須
恵
器

均て

須
恵
器

杯

須
恵
器

高
台
付
碗

須
恵
器

高
台
付
碗

須
恵
器

高
台
付
碗

須
恵
器

高
台
付
碗

須
恵
器

高
台
付
碗

須
恵
器

高
台
付
碗

法
量
①②
③器
底口
径高径
(c
m)
 

①
11
. 
9
②
4.
2
③
ー

①
11
.8
②
3.
8
③
ー

①
20
.
4
②
(1
4.
7)
③
(
ー
)

①
2
1.
 7
②
32
.9
③
ー

①
23
.4
②
41
.
3
③
 

①
25
.8
②
33
.0
③
10
.8
 

現
存
長
7.
1
刃
幅
2.
4
厚
0.
6

重
量
19
.7
g

①
14
.5
②
3.
9
③
7.
0 

①
12
.8
②
3.
1
③
7.
2 

①
(
-
)
②
(2
.8
)
③
(3
.8
) 

①
(
1
3.
5)
②
(5
.1
)
③
(7
.0
) 

①
(1
5.
0)
②
(5
.2
)
③
(8
.0
) 

①
(1
4.
8)
②
(5
.1
)
③
(7
.3
) 

①
(1
4.
1)
②
(5
.3
)
③
(7
.8
) 

①
15
.4
②
6.
0
③
6.
8 

調
整

技
法

胎
土

外
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
体
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
粒
少
量
含
む

内
面
横
ナ
デ

外
面
・
口
縁
部
横
ナ
デ
、
体
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

細
砂
粒
を
含
む

内
面
:
横
ナ
デ

外
面
・
口
縁
部
横
ナ
デ
¥
胸
部
縦
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
含
む

内
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
横
へ
ラ
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
斜
下
部
横
へ
ラ
砂
粒
を
含
む

ケ
ズ
リ

内
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
横
へ
ラ
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
縦
下
部
斜
め
へ
砂
粒
を
含
む

ラ
ケ
ズ
リ

内
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
横
へ
ラ
ナ
デ

外
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
縦
下
部
斜
め
へ
砂
粒
を
含
む

ラ
ケ
ズ
リ

内
面
・
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
横
へ
ラ
ナ
デ

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

細
砂
粒
を
少
量
含
む

底
部
回
転
糸
切
り

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

細
砂
粒
を
少
量
含
む

底
部
回
転
糸
切
り

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

細
砂
粒
を
少
量
含
む

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

細
砂
粒
を
少
量
含
む

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

砂
粒
を
少
量
含
む

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

砂
粒
を
少
量
含
む

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

細
砂
粒
を
含
む

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

細
砂
粒
を
含
む

底
部
回
転
糸
切
り
後
付
高
台

第
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色
調
残

存
備

考

権
色
ほ
ぽ
完
形

澄
色
完
形

褐
色
口
縁
部
~
胴
部
%

赤
褐
色
ほ
ぽ
完
形

ス
ス
付
着

赤
褐
色
%
 

ス
ス
付
着

褐
色
完
形

ス
ス
付
着

灰
色
完
形

青
灰
色
%
 

灰
色
体
部
~
底
部

yz 

灰
褐
色
u
 

底
部
赤
化
、
土
師
質

灰
褐
色
%
 

底
部
赤
化
、
土
師
質

灰
色
%
 

灰
色
u
 

灰
色

ほ
f~
完
形



宮
、 '" 

住
居
社
・
N
o.

A
H
-
1
4住
9

A
H
-
1
4 住
10

A
H
-
1
4住
11

A
H
-
1
4住
12

A
H
-
1
4 住
13

A
H
-
1
6住
l

A
H
-
1
6 住
2

A
H
-
1
7住
1

A
H
-
1
7住
2

A
H
-
1
7住
3

A
H
-
1
8住
l

A
H
-
1
8住
2

A
H
-
1
8
{主
3

A
H
-
1
8 住
4

器
種

須
恵
器

長
頚
瓶

土
師
器

要

土
師
器

斐

土
師
器

護

土
師
器

斐

土
師
器

杯

土
師
器

甑

土
師
器

珂て

土
師
器

小
形
斐

土
師
器

主主

土
師
器

杯

土
師
器

坪て

土
師
器

杯

土
師
器

坪

法
量
①②
③底
器口
径径 高
(c
m)
 

①
(1
4.
2)
②
(8
.0
)
③
(
-
)
 

①
(1
8.
0)
②
(
1
5.
2)
③
(
-
)
 

①
(
1
2.
1)
 
②
(6
.0
) 
③
(
ー
一
)

①
20
.8
②
(9
.7
)
③
(
-
)
 

①
22
.4
②
(
1
7.
5)
③
(
ー
)

①
13
.6
②
4.
3
③
ー

①
25
.2
②
23
.0
③
10
.0
 

①
11
.4
②
4.
5
③
 

①
16
.0
②
15
.0
③
 

①
16
.7
②
25
.5
③
5.
7 

①
11
.6
②
3.
4
③
 

①
14
.0
②
4.
5
③
 

①
13
.2
②
5.
3
③
 

①
12
.0
②
3.
8
③
 

調
整

技
法

胎
土

色
調
残

存
備

考

内
外
共
に
回
転
横
ナ
デ

砂
粒
を
含
む
灰
白
色
口
縁
部
~
頚
部
7
4
'

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
横
、
斜
め
へ
ラ
砂
粒
を
含
む

褐
色
予t

竃

ケ
ズ
リ

内
面
:
横
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胸
部
縦
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
含
む
灰
撞
色
口
縁
部
~
胴
部
ya

内
面
.
横
ナ
デ

外
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胸
部
横
へ
ラ
ケ
ズ
リ
細
砂
粒
を
含
む
赤
褐
色
口
縁
部
~
胴
上
部

内
面
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
横
へ
ラ
ナ
デ

完
形

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胸
部
縦
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
含
む
灰
樟
色
%
 

内
面
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
横
へ
ラ
ナ
デ

外
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
体
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
粒
を
含
む
赤
褐
色
yz 

内
面
・
横
ナ
デ

外
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
体
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ
後
砂
粒
を
少
量
含
む
褐

色
完
形

ス
ス
付
着

縦
へ
ラ
ミ
ガ
キ

内
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
体
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ
後

縦
へ
ラ
ミ
ガ
キ

外
面
・
口
縁
部
横
ナ
デ
、
体
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

細
砂
粒
を
含
む

褐
色
完
形

一
部
ス
ス
付
着

内
面
.
横
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
縦
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
含
む
灰
樺
色
%
 

一
部
ス
ス
付
着

内
面
.
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
縦
へ
ラ
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
縦
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
含
む
灰
樟
色
%
 

一
部
ス
ス
付
着

内
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
縦
へ
ラ
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
粒
を
少
量
含
む
暗
褐
色
ほ
ぽ
完
形

黒
色
処
理

内
面
:
横
ナ
デ
後
暗
文
へ
ラ
ミ
ガ
キ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
粒
を
少
量
含
む
暗
褐
色

Eフ士
右ァ
工Jf
ノノ

黒
色
処
理

内
面
:
横
ナ
デ
後
底
部
放
射
状
へ
ラ
ミ
ガ
キ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
粒
を
少
量
含
む
暗
褐
色
完
形

黒
色
処
理

内
面
ー
横
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

紹
砂
粒
を
含
む
暗
褐
色
ほ
ぽ
完
形

黒
色
処
理

内
面
・
横
ナ
テ
、
後
底
部
放
射
状
へ
ラ
ミ
ガ
キ

第
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0
>
 
C
心

住
居
杜
.
No.
 

A
H
-
1
8
1:主
5

A
H
-
1
8
住
6

A
H
-
1
8
{ 主
7

A
H
-
1
8 住
8

A
H
-
1
8
1:主
9

A
H
-
1
8住
10

A
H
-
1
8
住
11

A
H
-
1
8
1:主
12

A
H
-
1
8住
13

A
H
-
1
8
住
14

A
H
-
1
8 住
15

A
H
-
1
9 住
l

A
H
-
1
9
住
2

A
H
-
1
9
住
3

A
H
-
1
9
{ 主
4

A
H
-
1
9 住
5

器
種

土
師
器

杯

土
師
器

河く

土
師
器

珂
t

土
師
器

杯

土
師
器

珂
=

土
師
器

杯

土
師
器

珂て

土
師
器

小
形
婆

土
師
器

小
形
婆

土
師
器

長
胴
王
室

土
師
器

甑

土
師
器

珂て

須
恵
器

河
=

須
恵
器

長
頚
瓶

土
師
器

5華

土
師
器

斐

法
量
ω②③
器底
口径径高
(c
m)
 

①
14
.2
②
(4
.1
)
③
 

①
13
.0
②
4.
6
③
ー

①
12
.4
②
4.
2
③
 

①
13
.8
②
4.
5
③
ー

①
(1
3.
6)
②
(4
.6
)
③
(7
.6
) 

①
12
.4
②
4.
1
③
ー

①
14
.4
②
4.
3
③
ー

①
(1
5.
8)
②
(3
.7
)
③
(
-
)
 

①
(1
4.
6)
②
(4
.0
)
③
(
-
)
 

①
(2
3.
4)
②
(4
.2
)
③
(
-
)
 

①
29
.4
②
30
.0
③
10
ρ 

①
(9
.8
)
②
(4
.1
)
③
(
-
)
 

①
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法

胎
土

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

紹
砂
粒
を
含
む

内
面
ー
横
ナ
デ
後
底
部
放
射
状
へ
ラ
ミ
ガ
キ

外
面
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

細
砂
粒
を
含
む

内
面
横
ナ
デ

外
面
，
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
粒
を
少
量
含
む

内
面
.
横
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

砂
粒
を
少
量
含
む

内
面
:
横
ナ
テ
。
後
底
部
放
射
状
へ
ラ
ミ
ガ
キ

外
面
・
口
縁
部
横
ナ
デ

細
砂
粒
を
含
む

内
面
横
ナ
デ

外
面
・
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

細
砂
粒
を
含
む

内
面
.
横
ナ
デ
後
底
部
放
射
状
へ
ラ
ミ
ガ
キ

外
面
・
口
縁
部
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
ケ
ズ
リ

細
砂
粒
を
含
む

内
面
・
横
ナ
デ
後
底
部
放
射
状
へ
ラ
ミ
ガ
キ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ

砂
粒
を
含
む

内
面
:
横
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ

砂
粒
を
含
む

内
面
横
ナ
デ

外
面
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
縦
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
含
む

内
面
横
ナ
デ

外
面
:
ロ
縁
部
横
ナ
デ
、
胸
部
縦
へ
ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
含
む

内
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
縦
へ
ラ
ミ
ガ
キ

磨
滅

砂
粒
を
含
む

外
面
:
回
転
横
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

細
砂
粒
を
少
量
含
む

内
面
:
@
]
転
横
ナ
デ

内
外
面
共
に
回
転
横
ナ
デ

紋
密

へ
ラ
書
き
文
字
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大
」
刻
印

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
横
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ラ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
含
む

内
面
:
口
縁
部
横
ナ
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、
』
同
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横
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ラ
ナ
デ

外
面
:
口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
横
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ラ
ケ
ズ
り
砂
粒
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含
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内
面
:
横
ナ
デ
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暗
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黒
色
処
理

淡
燈
色
ほ
ぽ
完
形

内
黒
処
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淡
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色
完
形

暗
褐
色
完
形

黒
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処
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赤
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体
部
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口
縁
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灰
燈
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ス
ス
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胴
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口
縁
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胴
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指
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痕
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褐
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口
縁
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胴
上
部
口
縁
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積
み
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外
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回
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徽
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内
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回
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横
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ロ
縁
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』
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縦
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リ
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を
含
む

内
面
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口
縁
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外
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回
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底
部
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切
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量
含
む

内
面
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回
転
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ナ
デ

外
面
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回
転
横
ナ
デ
、
底
部
へ
ラ
切
り

細
砂
粒
を
少
量
含
む

内
面
:
回
転
横
ナ
デ

外
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口
縁
部
横
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、
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底
部
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外
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縁
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回
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口
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体
底
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内
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口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
上
部
縦
下
部
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面
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部
回
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ナ
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体
部
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叩
き
徽
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色
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形

底
部
横
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ラ
ナ
デ

内
面
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回
転
横
ナ
デ

外
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口
縁
部
横
ナ
デ
、
胴
部
斜
め
へ
ケ
ズ
リ
砂
粒
を
多
量
含
む
赤
褐
色
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内
面
横
ナ
デ
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外
共
に
回
転
横
ナ
デ
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底
部
回
転
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切
り

細
砂
粒
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量
含
む
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色
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外
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口
縁
部
横
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デ
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ケ
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縁
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縁
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部
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ケ
ズ
リ
細
砂
粒
を
含
む
灰
褐
色
手4

フ
ク
土

内
面
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回
転
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外
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デ
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縁
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縁
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縁
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縁
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縁
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縁
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色
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色
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住居祉No. No. 層位 長さ(cm) 幅(cm) 重量(g) 石 質 住居牡Nc No. 層位 長さ(cm) 幅(cm) 重量(g) 石 !翼

AH~8 号 カマド1区 14.1 6.9 583 安山岩系 AH~18号 145・床直 12.0 6.0 450 

AH~9 号 88・床直 13.3 6.7 592 11 146・上層 12.7 5.3 560 

89・床直 11. 0 6.1 380 11 147・上層 15.8 6.4 757 

92・床直 11.2 5.0 303 1I 148・上層 15.4 6.4 638 1I 

149・床直 13.0 7.1 718 1I 
AH~10号 26・床直 13.8 6.6 583 II 150・上層 14.0 7.5 565 1I 

54・床直 11. 9 6.4 320 11 151・下層 16.7 8.0 850 1I 
55・床直 14.4 6.7 608 1I 152・下層 15.0 7.9 806 1I 
56・床直 8.6 6.2 330 II 153・下層 15.0 8.4 847 11 
93・床直 10.2 4.0 240 1I 191・下層 13.1 6.5 500 H 

98・床直 8.8 5.8 275 II 193・下層 13.7 5.6 423 ノ1
99・床直 9.3 5.6 300 ノ/

194・中層 14.0 8.1 742 II 
101・床直 12.0 5.8 540 II 195・床直 16.0 6.4 917 1I 
103・床直 10.8 6.7 357 11 201・床直 15.1 7.2 647 1I 
104・床直 11.5 7.9 480 I1 202・床直 12.6 7.8 633 II 
105・床直 8.8 6.1 288 II 213・中層 15.7 7.1 740 1I 
106・床直 13.0 7.1 483 II 282・床直 13.0 5.5 380 II 
107・床直 10.3 6.1 262 1I 

108・床直 11.2 6.3 515 II 
AH~22号 カマド3区 11.8 5.7 370 1I 

109・床直 10.7 5.2 320 II 3・下層 9.6 5.8 280 1I 

110・床直 11.7 6.4 390 1I 124・下層 12.5 6.1 408 II 

111・床直 8.4 5.5 198 II 282・床直 13.7 7.2 740 1I 

112・床直 10.7 4.4 236 1I 324・床直 10.5 5.0 252 II 

113・床直 7.9 5.0 245 II 325・床直 12.1 6.8 468 11 

114・床直 9.8 4.3 240 II 326・床直 12.7 7.2 655 II 

115・床直 10.4 5.5 382 1I AH~25号 1区下層 12.5 5.6 480 II 

116・床直 10ρ 5.5 297 II AH~31号 32・床直 15.5 7.0 780 II 
117・床直 11.1 5.0 233 II 33・床直 15.3 8.7 660 ノ/

118・床直 10.8 6.0 370 1I 35・床直 1.1 5.1 346 11 
119・床直 8.6 5.3 235 II 36・床直 10.0 5.0 247 II 
120・床直 14.9 6.6 758 1I 37・床直 11. 3 4.1 280 II 

AH~13号 1・床直 14.3 7.7 725 ノ/ 38・床直 0.2 4.6 223 1I 

8.下層 12.3 6.3 490 II 39・床直 9.8 4.7 260 刀

21・下層 14.0 7.3 864 1I 40・床直 10.1 5.6 330 II 

23・下層 14.4 7.1 730 II 41・床直 11.4 4.1 270 1I 

5区中層 12.6 6.4 485 1I 42・床直 10.4 5.0 240 II 

14区中層 13.7 6.3 727 II 43・床直 9.2 4.9 222 1I 

14区中層 11.0 5.8 452 ノ/ 44・床直 10.9 5.8 228 II 

14区中層 11.1 5.2 250 II AH~33号 フク土 13.2 7.8 710 1I 
14区中層 11.1 7.2 363 II フク土 12.7 6.4 565 11 

AH~18号 91・床直 15.6 7.2 702 II フク土 13.6 6.2 520 II 

142・下層 12.8 6.5 553 1I フク土 9.3 4.8 225 II 

143・下層 10.8 5.3 390 II フク土 19.0 6.5 1，157 II 

144・床直 10.1 4.7 266 1I 

第24表 A区薦編石計測表
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B H-3号住居祉

1¥-;;: e 

A 

。

事

BH← 4号住居祉

A 

、、、

(ミ)

_B@ 三Xd

。 IOcm 

4 m 

@ 

←←F 

(.) 01 

物物-

。 4 m 

第45図 BH~3 号・ BH~4 号住居社・出土遺物実測図
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。
Be 

B H -5a号住居祉

A 

B H -5 b号

⑤ 
@ 

口

h
r
b
wい
o

。

⑥ 
ら

D 

B H-5a号(竃)

層番 層 名 色調 しまり 砧性
混入物

R.P 1 R.B焼土

1 暗褐色土層 。。ム 今

2 1"古赤褐色土層 1く2 ムム 。。
3 時赤褐色土層 2>3 ムムム ム
4 黒褐色土層 1>' ムム ※ 

5 暗黄褐色土層 lく5 ム016  。
6 時伺色土層 lく6 。。
7 暗黄褐色土層 3く? 。。 。ム

C 223.0 m -

4 m 

BH-5号住居杜実測図
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層番 晴名 色調 しまリ 枯ド生
似入物

備考
R.PI R.B IW.P峰土炭化物

l 黒褐色土肩 ムO 発《

2 暗賞赤褐色土屑 1<2 。。 。 。
3 黒褐色土層 2>3 o 10  ムム
4 暗亦褐色土層 3く4 。。 。 。ム
5 時赤褐色士層 4く5 ムム ゐ 。
6 時賞褐色土層 5く6。。 。 援

7 略亦褐色土層 lく7。。 。
8 暗灰褐色土層 2>8 。。 × 

91，)ド褐色土層 X I X 。
10 昭赤褐色土層 ムふ 。
11 事責褐色士層 10く11 X I X ム 。※
12 暗褐色土屑 A ム ※ 

B H -5b号(竃)

ー
r-ーーーー'ー-

B H -5 a号:

--一一L_--~--­

し一一一---

日A一一

B H -5 b号

B H-5b号住居祉

4 m 。

逗ユミヱヲ

トヨ 7ι= ι l
a
t
 

s
-
6
3
1
 

t
J
S
!
 
i
1
2
t
 

6 

20cm 

BH-5号住居社・出土遺物実測図
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第48図 BH-5号住居祉出土の遺物
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住 居 社 規模(m) 主 南出 竃位置 竃主軸

B H - 3号 3.4X N-10T-E 

住居構造 掘り込みは、確認商から10cm

南部分が調査区外となっている。住居内に柱穴が数基存在する。また、側壁にも

小さなピットが存在する。

竃構造・構材

遺物出土状況 検出された遺物は非常に少量で、ほぽ完形の杯が覆土中から出土。

住 居 社 規模(m) 王 軸 篭位置 竃主軸

B H - 4号 5.4X N-14
0-E  ~t N-14

0

-E  

住居構造 掘り込みは、確認面から13cm

南部分が調査区外となっている。主柱穴が2基存在する。

竃構造・構材 遺存状態は悪い。袖部はローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 少量の遺物の破片が検出された。護の破片が篭西脇から出土。

住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

B H-5 a号 5.6X5.6 N-14
0-E  北 N-90-E  

住居構造 掘り込みは、確認、面から42cm

住居内に主柱穴が4基存在する。また、側壁及び住居外にも関連する柱穴が存在

する。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部はローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 大量の遺物が検出された。竃前面、中央部に遍在している。小形警が竃東脇床直

から、長頚瓶が竃前面から出土。勾玉が北東周辺部床直から出土。

特記事項 BH-5b号住居牡と重複する。

新旧関係はBH-5a号住→BH-5b号住

住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

BH-5b号 4.2X N-93
0

-E  東 N-1010-E  

住居構造 掘り込みは、確認面から52cm

南西隅が調査区外となっている。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部はローム混じりの褐色土と軟賓の板状石材で構築されてい

る。

遺物出土状況 大量の遺物が遺棄された状態で検出された。 IJ¥形蓬、杯、窪、管玉が竃南脇床直

から出土。杯、長頚瓶体部が竃前面から出土。

特記事項 BH-5 a号住居牡と重複する。

新旧関係はBH-5a号住→BH-5b号住

第25表 B区住居牡観察表(1)
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BHー 7号住居士止 「

句ム

一一B

l，忌
A223.2m 

カクラン B BH-7号

。
ー
ー

E
N
e
門
N
N
U

層番 層 名 色調 しまり 帖f生
混入物

{碕考
R.P I R'B焼土 As-A

l 黒褐色土層 × x 。カタフン
2 暗褐色土層 lく2。。※ 、決

3 暗貰褐色土層 2く3。。ム※ × 

4 暗黄褐色土層 3く4 。。O ム × 

5 暗褐色土層 4)5 。。ム× × 

6 暗黄褐色土層 5く6 どミ 。ムム ム×
7 "吉赤褐色土層 6く7 ム ム※ x 10 × 

BH-7号(竃)

言ジ

4 m 

可ヨ

20cm 

第49図 BH-7号住居牡・出土遺物実測図
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BH-8号住居祉

@ 
A←ー

223.4 m 
A B 

一一ぷ協Z2 。 4 m 

見斗-:;JJ

第50図 BH-8号住居牡・出土遺物実測図
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ーを
BH-ll号住居祉

BH-9号

B Hー 11号 l

「

1 010  

3放多4

。-D

BH-]l号

E 

円

層番 層 名 色調 しまり 本占十字
出入物

備考
R.PIR.BIW‘p 

(1) 黒褐色土層 。。 ム
(21 黒褐色土層 (l) ~(2) 。。 ※ 

(3) 暗褐色土層 (2)く(3) 。。ム ム 貼床

(4) 暗黄褐色土層 (2)く(4) 。。。。
(5) 暗茸褐色土層 (4)く(5) 。。 。 BH-IO住姑床

(6) 暗黄褐色土層 (引く(6) 。。 。 B H-IO住壁面

(7) 暗貰褐色士層 (6))(7) 。。 ム
(8) 暗黄褐色土層

(7)<(8) 。。 。
(6)く(8)

叢
ム
一

O
E
R

O
一
O
一。

O

A
O
-
O
A
 

j
 
j
 
:
 

一
一
廓
竺

幡

暦

一

土

柑

土
士
一
色
土

品
一
色
一
褐
色

純
一
綿
一
従
尚

mJ一
昭
一
時
時;
 

倫

3l略褐色土屑 12 >31 /::， 101様 16

4 1 ・音質 .~'ro 色土ftllh41 0 101 10101 1:> 

o 4 m 

第51図 BH-ll号住居牡実測図
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住 居 牡 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

B H - 7号 4.5X N-I09"ー←E 東 N-13"-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から42cm

北部分が調査区外となっている。住居内に主柱穴が2墓存在する。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部はローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 比較的少量の遺物が遺棄された状態で検出された。ほぼ完形の杯が南西、南東周

辺部下層から出土。ほぽ完形の坪と杯の破片が竃南脇から出土。

特記事項 BH-8号住居牡と重複する。

新旧関係はBH-7号住→BH-8号住

イ主 居 主上 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

B H - 8号 4.4X N-IT-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から12cm

北西部分が調査区外となっている。東に貯蔵穴が存在する。

竃構造・構材

遺物出土状況 多量の遺物の破片が検出された。

杯の破片が南、東周辺部床直から出土。長胴警の破片が覆土中から出土。貯蔵穴

上部から薦編石がまとまって出土。

特記事項 BH一7号住居牡と重複する。

新旧関係はBH-7号住→BH-8号住

住 居 牡 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

B H - 9号 × N-lll"-E 東 N-I09"-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から32cm

南壁部分が調査区外となっている。北側壁に柱穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は良好。袖部はローム混じりの褐色土と軟質の板状石材で構築されてい

る。

遺物出土状況 大量の遺物の破片が検出された。球胴警の破片が竃内から出土。刀子が竃前面中

層から出土。薦編右が竃前面上層から出土。

特記事項 BH-IO号・ BH-ll号住居祉と重複する。

新旧関係はBH-ll号住→BH-IO号住→BH-9号住

イ主 居 牡 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

B H -11号 4.2X2.8 N-111"-E 東 N-113"-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から60cm

南東部分が調査区外となっている。住居外に柱穴が数基存在する。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部及び煙道部はローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 多量の遺物の破片が覆土中から検出された。杯が南壁から出土。紡錘車が下層か

ら出土。

特記事項 BH-9号・ BH-IO号住居祉と重複する。

新旧関係はBH-11号住→BH-IO号住→BH-9号住

第26表 B区住居壮観察表(2)
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@ 
一一 F

A一一

BH-9号(竃)

層番 層名 色調 しま '1枯性
混入物

f幅考
R.P焼土炭化物

1 培褐色土層 。。議
2 暗褐色土層 1く2 ムム 滋

3 略赤縄色土層 2く3 ムA 。ム
4 赤褐色土層 3<4 X 1 X 。
5 暗赤褐色土層 4)5 ムム 。
6 暗"鵠色土層 3<6 。自 O ※ 床面

7 黒褐色土層 6>7 。。 事a

8 略褐色土層 A ム ム
9 暗褐色土層 2)910101616 

一一B ※ 

X 16 

④ 

4 m 

第52図 BH-9号・ BH-10号住居牡実測図

住 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

B H -10号 一× N-95
0

-E  

住居構造 掘り込みは、確認面から46cm

南壁部分が調査区外となっている。西側壁に柱穴が存在する。

竃構造・構材

遺物出土状況 多量の遺物の破片が検出された。坪の破片が竃の北脇床直から出土。

特記事項 BH-9号・ BH-ll号住居社と重複する。

新旧関係はBH-ll号住→BH-10号住→BH-9号住

第27表 B区住居壮観察表(3)

76 -



。 20cm 

BH-ll号住

。 20cm 

BH-9号住

子 J

B H -10号住

。

。

。

二jJ二フ¥、そ

第53図 BH-ll号・ BH-9号・ BH-IO号住居社出土の遺物
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B H -12号住居祉

~ 

A一一

B H-13号住居社

i @  

A一一

A223.4m -

一一B

ol--

一一B

B H-12号(竃)

層番 層 名 色調 しまり 枯性出主主 i曲考

1 暗赤褐色土層 。×※  。
2 時褐色土層 1>2 。ムム 。
3 里褐色土層 2>3 × x 乙ミ 。
4 暗褐色土層 1く4 。ムム 。
5 暗黄褐色土層 4<5 。。。 ム 也抽

6 暗褐色土層 4>6 ム ムム 。
7 暗耳、褐色土層 1く7 。ム 。
8 暗褐色土層 2>81 ム ム ※ O 

。 4 m 

一一B

。 4 m 

第54図 BH-12号・ BH-13号住居社実測図
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B H -14a号住居社

A- B 

@ 

A 

B H -14b号住居祉

@ 、、
、、

。

。l
l

B H -14a . B H -14b号

層番 層 名 色調 しまり 帖性出品
l 暗褐色土層 。。ム
2 暗貫褐色土層 1ぐ2 。。。。
3 黒褐色土層 1 >3 ムムム ※ 

4 暗渇色土層 2>4 。ムム ※ 

5 日高貰褐色上層 3(5 。。。 。
6 暗褐色土層 5> 6 。。。※ 
7 暗掲色土層 3ぐ7 。OIOlx 

4 m 

BHー 15号住居社

務協 F
E 

A 

BHー15号(竃)

層番 層 名 色調 しまり 砧性
品入物

陥考
R. PI R. B焼土世化物

1 黒侶色土層 ム。
Z 暗亦褐色土層 lぐ2 。。ム ムム
3 暗黄褐色土層 2(3 。。 。
4 暗亦褐色土層 lイ4 ム。ム ム
5 黒褐色土層 2>5 。。 也柑1

6 黒褐色土田 2>6 ム。ム 住居の I層

7 黄褐色土層 1く7 。ムO 。
8 晴赤褐色七層 7>8 ムO ※ 。

11 ミヤ

l
l
i
U
 

。

一一日

日

4 m 
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第55図 BH-14a号・ BH-14b号・ BH-15号住居牡実測図



住 居 牡 規模(m) 主 事由 竃位置 竃主軸

B H -12号 2.5X一 N-6T-E 東 N-65"-E 

l住 居構造 掘り込みは、確認面から22cm

北部分が調査区外となっている。

|竃構造・構材 遺存状態は悪い。袖部はローム混じりの褐色土で構築されている。

|遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

特記事項 BH-14b号住居祉と重複する。

新旧関係はBH← 14b号住→BH-12号住

住 居 壮 規模(m) 主 現出 竃位置 竃主軸

B H -13号 2.1X3.1 N-25"-W 

住居構造 掘り込みは、確認酉から20cm

南西隅が調査区外となっているが、南西隅に土壌が存在する。南西隅には柱穴も

存在する。

竃構造・構材

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

住 居 社 規模(m) 王 事由 竃位置 竃主軸

B H -14 a号 X3.7 

住居構造 掘り込みは、確認面から63cm

北部分が調査区外となっている。

竃構造・構材

遺物出土状況 多量の遺物の破片が覆土中から検出された。

特記事項 BH-14b号住居祉と重複している。

新旧関係はBH-l4a号住→BH-14b号住

住 居 牡 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

B H -14 b号 4.9X一

住居構造 掘り込みは、確認面から26cm

北部分が調査区外となっている。

竃構造・構材

遺物出土状況 多量の遺物の破片が覆土中から検出された。

特記事項 BH-14a号住居牡と重複している。

新旧関係はBH-14a号住→BH-14b号住

第28表 B区住居壮観察表(4)
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B H-16号住居祉 @ 
A 

日

l
i
u
 

。B H -6号住居祉
A一一

u 
3 

B H-20号住居社

。fnl rm 

↓
θ

。

4 m 

BH-6号(竃)

4 m 

〈工

。 4 m 

B 

$ 

。
第56図 BH-16号 .BH-6号.BH-20号住居牡実測図
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B H -17号住居祉

A

ハ B 

(Q)L 。

G 竺~.4m 54 235 一一H

4 m 

。ーー

BHー 17号(篭)

B H-17号(竃)

層番 屑 名 色調 しまリ 枯性
温入物

備考
R.P 1 R.B焼土提ft物

l 暗亦褐色上田 。 。 ムム ム

2 暗買間色土層 1く2 。 。 。 。 ム

3 暗黄ゐ、褐色土層 2")3 ム ム沼、 。 。

4 1"古惜色土層 3、'4 。 。※ ※ 火床面

5 日自黄褐色士層 4 <5 。 。ム ※ 

6 時間色土層 1'>6 。 。 ム ム

7 暗褐色上層 はと工 ム L全一 |丘一 ※ 」ー

。 20cm 

82 

第57図 BH~17号住居杜・出土遺物実測図



B H-19号住居祉

わ門

ーさ
。 20cm 

物多Z
一η

A 11 協多円*ミ
一一H

。 。 B H-19号(篭)

B H-18~' B H一戸LJ UK 
戸グヰゴニλBι手、
、
ー、
、、

ミ三とメ

l
l
u
 

。 4 m 

、iJ

。 4 m 

第58図 BH十 18号・ BH-25号・ BH-19号住居牡・出土遺物実測図
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住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

B H -15号 2.3X2.7 N-560-E 東 N-560-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から24cm

住居内外共に柱穴は存在しない。

竃構造・構材 遺存状態は普通。ローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。

遺物の破片が竃南脇、南西周辺部、北西周辺部下層から出土。覆土中からも遺物 l
の破片が出土。薦編石が中央部、北周辺部、北東周辺部、南周辺部に散在してい

る。

住 居 ;l:j上 規模(m) 主 軸 竃位置 憲主軸

B H -16号 2.7X N-T-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から10cm

北部分が調査区外となっている。側壁に数基の柱穴が存在する。

竃構造・構材

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

B H - 6号 2.7X2.2 N-1T-E 北 N-130-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から10cm

住居外に数基の柱穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は悪い。北東隅に位置し、ローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 少量の遺物の破片が検出された。竃内、住居中央部、東周辺部、南周辺部、床直

下層から出土。

住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

B H -20号 4.0X 

住居構造 掘り込みは、確認面から26cm

北部分が調査区外となっている。住居外に柱穴が存在する。

竃構造・構材

遺物出土状況 少量の遺物の破片が床直から検出された。蓋、警の破片が出土。

住 居 牡 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸 竃位置 竃主軸

B H -17号 3.4X3.7 N-14
0-E ~t N-13

0-E 東 N-llT-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から45cm

南西隅側壁、住居外に数基の柱穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は普通。北側と東側にローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 大量の遺物の破片が廃棄された状態で覆土中から検出された。婆の破片が下層か

ら出土。

完形の杯が北竃から出土。

第29表 B区住居壮観察表(5)
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住 居 社 規模(m) 王 南出 竃位置 竃主軸

B H ~18 号 3.8X N~980~E 

住居構造 掘り込みは、確認面から12cm

南側2/3程が調査区外となっている。

篭構造・構材

遺物出土状況 多量の遺物の破片が覆土中から検出された。

特記事項 BH-25号住居牡と重複する。

新旧関係はBH-18号住→BH-25号住

イ主 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

B H -25号 3.1X N-7T-E 

住居構造 掘り込みは、確認面から10cm

南側2/3程が調査区外となっている。

竃構造・構材

遺物出土状況 少量の遺物が検出された。坪が南壁竃付近から出土。高台付碗が覆土中から出土。

特記事項 BH-18号住居牡と重複する。

新旧関係はBH-18号住→BH-25号住

イ主 居 主上 規模(m) 主 事由 竃位置 竃主軸

B H ~19 号 4.3X N-100
0-E 東 N~1010~E 

住居構造 掘り込みは、確認面から16cm

南側1/3が調査区外となっている。住居内及び側壁に柱穴が存在する。

遺物出土状況 多量の遺物の破片が下層から検出された。蓋の破片が南壁竃付近下層から出土。

坪の破片が南東周辺部下層から出土。

住 居 牡 規模(m) 主 事由 竃位置 竃主軸

B H ~23 号 3.5X N-120~W 

住居構造 掘り込みは、確認面から16cm

北側が調査区外となっている。西壁に土墳1墓及び、柱穴が存在する。

竃構造・構材

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

住 居 社 規模(m) 主 軸 竃位置 竃主軸

B H -21号 ×一 N~190← E 

住居構造 掘り込みは、確認面から60cm

大部分が調査区外となっている。

竃構造・構材

遺物出土状況 少量の遺物の破片が検出された。杯の破片が覆土中から出土。

第30表 B区住居社観察表(6)
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第60図 BH-22a号住居牡実測図

- 87 



l
l
u
 
B H -22b号

B H -22a号

cJ:;) 

三ムメ
rイヤ

A務孝弘B

》揚-D

B H-22号(竃)

， ， 

4 m 

~-~ 
20cm 

第61図 BH-22b号住居牡・出土遺物実測図

88 -



¥ 1/8 

¥ 

20cm 

第62図 BH-22号住居社出土の遺物(1)

89 



I 1 12 

。

f
u
-
-
v
(
¥
¥

均

一
九
万
円

ititil--

万
1
1
Jノ

}

/

/

』

¥

、

-

f

l

v

'

ぐ
れ
グ
ヘ
¥
、
1
1
I

Y
ぺ

VGい
vq

F
J
¥
F
J
J
f
h

こ
v
l
λ
/
'

一
ぺ
~
ぺ
¥
、
丸
町
一
山
t

~
」

¥
d
f

、

¥
4
v
u
l

。

第63図 BH-22号住居牡出土の遺物(2)

90 -

20cm 

の
川
M
川士
5 cm 



f主 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

B H -24号 × 

住居構造 掘り込みは、確認箇から10cm

大部分が調査区外となっている。

竃構造・構材

遺物出土状況 遺物は出土しなかった。

f主 居 社 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

B H -22 a号 6.5X一 N-5
0-W  :jl: N-40-W  

住居構造 掘り込みは確認面から40cm

南部分が調査区外となっている。主柱穴が4基存在する。東周辺部、側壁、住居

外には数基の柱穴が存在する。雪量の東側に貯蔵穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部はローム混じりの褐色土で構築されている。

遺物出土状況 大量の遺物が下層床直から遺棄された状態で検出された。警の破片が北西の主柱

穴付近床直からまとまって出土。甑が竃東脇床置から出土。鉄斧の破片が竃前面

下層から出土。

竃内からは長胴室、鉄鎌の破片が出土。

特記事項 BH-22b号住居牡と重複する。

新旧関係はBH-22a号住→BH-22b号住

イ主 居 社 規模(m) 王 軸 篭位置 竃主軸

B H -22 b号 3.0X5.0 N-104
0-E 東 N-1040-E  

住居構造 掘り込みは確認面から40cm

篭の南に貯蔵穴が存在する。

竃構造・構材 袖部は軟質の板状石材と褐色土で構築されている。また、天井部は板状石材で構

築されている。

遺物出土状況 多量の遺物が下層床置から検出された。坪が竃前面下層から出土。また、竃内か

ら高台付碗、完形の長頚瓶が出土。

特記事項 BH-22丘号住居牡と重複する。

新日関係はBH-22a号住→BH-22b号住

第31表 B区住居壮観察表(7)

土壌No 平面形 平面規模(cm) 深さ(cm) 備 考

D-5号 円形 70 22 

D-6号 楕円形 78X46 20 

D-7号 円形 60 20 

D-9号 円形 80 30 

D-10号 円形 158 44 

D-14号 楕円形 221 x 122 38 少量の須恵器の破片が出土。

第32表 B区土壌観察表
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第64図 B区土壌実測図
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住居牡No. No. 層位 長さ (cm) 幅(cm) 重量(g) 石 質

BH-5号 410・床直 15.5 6.8 785 安山岩系

411・床直 12.5 5.7 380 11 

412・床直 17 .8 6.7 797 11 

413・床直 14.8 7.5 730 11 

414・下層 14.8 7.4 772 11 

415・中層 12.0 4.6 330 11 

416・床直 15.4 6.0 558 11 

BH-8号 2・床直 10.0 7.7 300 11 

14・下層 9.7 3.4 110 1/ 

15・下層 10.3 4.0 230 11 

24・上層 14.1 4.6 340 1/ 

29・上層 8.4 5.0 160 11 

30・上層 8.2 3.5 120 11 

31・上層 7.9 3.8 110 11 

32・上層 8.2 4.0 120 11 

33・上層 9.1 4.8 140 11 

34・上層 7.8 4.4 160 11 

35・上層 9.1 5.8 230 11 

36・上層 9.8 3.5 165 11 

38・上層 10.0 5.0 180 11 

39・上層 9.9 4.9 210 11 

40・上層 9.1 4.5 150 11 

42・上層 10.3 3.7 200 11 

43・下層 8.9 4.7 180 11 

105・下層 12.6 4.2 300 11 

124・床直 10.4 4.9 180 11 

153・下層 12.2 5.6 290 11 

162・上層 9.0 9.0 180 11 

163・上層 12.0 4.6 380 1/ 

BH一一9号 394・上層 14.1 7.0 822 11 

BH-15号 60・床直 9.7 4.5 107 11 

第37表 B区薦編石計測表
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(4) 中世の遺構

中世の遺構としては、館牡の堀の一部が検出された。遺構の状況は第38表、第65図のとおりで

ある。

堀・溝 上幅(m) 下幅(m) 深さ (m) 備 考

No 

M-4号 3.6 0.8 1.7 E-65、E-66からC-66グリッドに位置し北東に、そ

堀 してD-70、E-70グリッドに位置し南東に走る。

遺物は少量の土師器の破片が覆土中から出土。

この遺構は館牡の堀の一部である。

M-5号 5.0 0.5 0.8 C-67、E-67グリッドに位置し、南北に走る。

溝 遺物は隣接巾H-4号住居社付近、覆土中か叩 l
器の破片が出土。

第38表諏訪辺遺跡堀・溝観察表
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2 諏訪辺遺跡

(1) 遺跡の概要

本遺跡は新寺地区遺跡群の東縁部、台地の裾から低地にかけての位置に存在する。縄文時代の

遺物包含層と平安時代の集落遺跡から成る。平安時代の本遺跡は大きくは西裏・西新井遺跡と同

ーの集落の一部として捉えることができる。

平安時代の遺構としては、住居牡2軒、掘立柱建物牡1棟、土壌4基、ピット数百が検出され

た。このうち BH-l号住居祉は浅い掘り込みで、竪穴内部には主柱穴が存在しないが、周囲に

多数のピットが存在する。これらのピットの一部は規則的に配列しており、住居の上部構造を矢口

る上で重要である。また、 BH-2号住居牡は竃の遺存状態が良好で、石組竃の形状が明確に理

解できる資料である。

土壌からは羽口・鉄淳が検出されており、鍛冶遺構の一部と推定される。

(2) 平安時代の遺構と遺物

住 居 牡 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

H - 1 下仁ヨコ 2.8x3.6 N-I0T-E 東 N-1080-E 

住居構造 掘り込みは確認、面から18cm

柱穴は存在しないが竃の南に貯蔵穴が存在する。

竃構造・構材 遺存状態は普通。袖部はローム混じりの褐色土及び軟質の板状石材で構築されて

いる。また、天井部は板状石材で構築されている。

遺物出土状況 多量の遺物が遺棄された状態で床直、下層から検出された。杯、妻の破片が中央

部、南周辺部床直下層から出土。完形の杯、室、高台付皿、高台付碗の破片が竃

から出土。

薦編石が北、南西周辺部から出土。

f主 居 牡 規模(m) 王 軸 竃位置 竃主軸

H 2 号 ← x2.7 N-930-E 東 N-9T-E 

住居構造 掘り込みは確認菌から52cm

住居外に柱穴が数基存在する。

竃構造・構材 遺存状態は良好。袖部及び天井部は軟質の板状石材で構築されている。

遺物出土状況 少量の遺物の破片が検出された。邦、蓋、警の破片が竃から出土。ほぽ完形の杯

が竃南脇から出土。

特記事項 数個の河原石により、篭が破壊された状態で検出された。

第39表諏訪辺遺跡住居J:1上観察表
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10 時褐色土層 9<10 。。。 ※ 

11 暗灰色土層 6>1l 。。。 ※ 柏土あり

12 暗黄褐色土層 7く12。。。 。
13 黒褐色土層 12>13 ム ム※ ×ム

14 暗褐色土層 13く14。O ム ※ム
15 暗黄褐色土層 14く151 @ I@  10  丘一L!ol_ー

2 

区三すコく
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第68図 HT-1号掘立柱建物牡実測図

第42表諏訪辺遺跡薦編石計測表

土壌No. 平面形 平面規模(cm) 深さ(ω) 備 考

D-1号 円背手 120 36 少量の土師器の破片が出土。

D-2号 楕円形 106 x 74 12 少量の土師器の破片が出土。

D-3号 楕円形 196x140 20 

D-4号 楕円形 182 x 150 38 大量の鉄屑が出土。

第43表諏訪辺遺跡土墳観察表
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D-2号土壌
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第70図補足遺物実測図
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VI 成果と問題点

1 新寺地区遺跡群における古墳時代~

奈良・平安時代の土器群の変遷について

(1) 分析方法

本遺跡群においては、古墳時代~平安時代の住居牡が段階的変遷をもって存在する乙とが判明

した。そこで、当該時期の土器群の変遷について言及してみたい。

これまで、群馬県内の当期の土器群変遷については、いくつかの編年試案が提示されている(志

村1982、橋本・加部1984、坂口1986、坂口・三浦1986、若狭1986等)。ここでは、これらの編年試

案を踏まえ、住居の重複関係、一括遺物を中心に本遺跡群の変遷過程に付いて検討する。

本遺跡群の住居±止で、重複関係を有する例は14例34軒存在する。重複関係については以下のと

おりである。

AH-5号住→AH-6号住→AH-7号住

AH-9b号住→AH-9a号住

AH-lla号住→AH-llb号住→AH-llc号住

AH-12a号住→AH-12b号住

AH-18号住→AH-19号住

AH-20号住→AH-21号住

AH-23号住→AH-24号住

AH-28号住→AH-29号住→AH-27号住→AH-30号住

BH-5a号住→BH-5b号住

BH-7号住→BH-8号住

BH-ll号住→BH-10号住→BH-9号住

BH-14a号住→BH-14 b号住→BH-12号住

BH-18号住→BH-19号住

B H -22 a号住→BH-22b号住

このうち良好な土器組成を有しつつ、重複関係にある住居土Il:としては、 AH-18号住→AH-

19号住、 BH-5a号住→BH-5b号住、 BH-22a号住→BH-22b号住などがある。

一括遺物を有する住居牡は、 AH-4号住、 AH-8号住、 AH-10号住、 AH-13号住、 A

H14号住、 AH-22号住、 BH-5a号住、 BH-22a号住である。
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また、住居祉の下層及び床面直上から一括遺物としてまとまって検出された住居牡としては、

AH-4号住、 AH-8号住、 AH-IO号住、 AH-13号住、 AH-14号住、 AH-18号住、 A

H-22号住、 BH-5a号住、 BH-22a号住、がある。

以上のように、本遺跡の住居土止には良好な一括性を有する事例と、明確な重複関係を有する事

例が多数存在していることが判明した。そこで、こうした事例を踏まえ、次に古墳時代~平安時

代の土器群の変遷過程を示すと以下のようになる。

(2) 土器群の段階変遷

第 l段階

この段階は、 BH-5号住、 AH-l号住居壮出土の遺物を指標とした。 BH-5号住居社で

は、土師器の輩、坪、高坪、小形輩、須恵器の坪身、坪蓋、が一括して出土している。当期では

へラミガキを主体とした技法が用いられ土師器は内稜を持つ口縁の杯、内面にへラミガキを施す

ものが主流となっている。 各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:①丸底から内湾し、半球径の体部、②内稜を持ち口縁部が外傾、③内湾し口縁が短く

立ち上がる、④体部と口縁部を分ける稜線から内傾気味の口縁部に至るもの、に分けられる。

土師器聾:①胴部中位に最大径を持ち、外面に斜位へラケズリを施す。②胴部下位に最大径を持

ち、胴部外面に斜位へラケズリ後、ヘラミガキを施すものの二種類に分けられる。

高坪亦部は上向きに外反し、内外ともに放射状のへラミコヴキを施す。

須恵器坪身:比較的浅い体部から短い受け口を経て、垂直に口縁部に至る。

須恵器坪蓋:天井部と口縁部を分ける深い段差から垂直の口縁に至る。

小形聾:①胴部中位に最大径を持つもの、②ヘルメット型をしたもの(鉢?)これ等は一括して

出土しているが、 BH-5b号住との区別が不明である。

第11段階

本段階は、 AH-18号住、 AH-16号住、 AH-26号住、 AH-31号住、 BH -22 a号住居牡

出土の遺物を指標とした。当期の器種組成は土師器の坪、聾、長頚瓶、小形聾、甑、須恵器の大

聾、であり当期の前段階との違いは半球形、内稜を持つ口縁の坪がなくなり、黒色処理を施して

いるものが多い。また、土師器窒は長胴化が始まり、器肉も厚く表面がザラザラしている。各器

種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:丸底の体部と口縁部を分ける稜線から、①口縁部が外傾する、②口縁部が短く外傾す

るものの、二種類に分けられる。両者共に内面にへラミガキを施したものがあり、①には、口縁

部中位に段を持つものがある。
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土師器聾:①胴部中位が膨らみ、外面に縦位のへラケズリを施す。

土師器小形窒:胴部中位に膨らみを持ち外面縦位へラケズリ。

長頚瓶:やや丸底で楕円状体部に最大径を持ち、外反気味の口縁部へ至る。口縁部横ナデ¥口頭

部縦位、体底部横へラケズリを施す。

甑:①大型で最大径を口縁部にもち、底部は全面穿孔で、外面に縦位へラケズリ、内面に縦位へ

ラミガキを施す。②胴部土位に僅かな膨らみを持ち底部は全面穿孔で、内外共にへラミガキを施

すもの、二種類に分けられる。

須恵器窒:大形で折り返し口縁を持ち、頭部と胴部を分ける凸帯から口縁部へ大きく外反し、外

面は、横ナデ後波状文沈線を施す。

第川段階

本段階は、 AH-IO号住、 AH-13号住、 BH-7号住居牡出土の遺物を指標とした。器種組

成は、土師器の坪、輩、甑、であり、前段階との違いは土師器の坪の形態、がいろいろあり、外稜

が薄れてくるものが出始め、聾も長胴化がすすむ。この段階の各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:浅い体部から体部と日禄部を分ける稜線を経て、①口縁部が外傾する、②口縁部が短

く立ちあがる、③平底気味で口縁部が外傾するものに分けられる。

土師器窒:①胴部中位にわずかな膨らみを持ち外面に縦位へラケズリを施す、②球状の胴部から

短く外反して口縁部に至り、胴部に斜位のへラケズリを施すものに分けられる。

土師器甑:胴部に僅かな膨らみを持ち、一気に通しで縦位のへラケズリ、底径部横位へラケズリ

を施し、底部全面穿孔である。

第IV段階

本段階は、 AH-2号住、 AH-17号住、 AH-22号住、 AH-33号住、 BH-14a号住居牡

出土の遺物を指標とした。当期の器種組成は土師器の杯、要、小形輩、須恵器は均二、高台付碗、

坪蓋、聾、長頚瓶、である。 AH-22号住居牡ではこれらの遺物が一括して床置、下層から出土

しているものの遺構土層が擾持されているため、若干段階が前後する遺物がふくまれている可能

性があり、明確な資料を得ることができなかった。またこの段階になると、土師器坪の大ぶ、りな

ものや須恵器の杯が出現し、器種がふえる。各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:①丸底で体部が内湾する、②深い丸底で体部が内湾し、大ぶりなもの、③浅い体部と

口縁部を分ける稜線をもち、口縁部が外反するもの、④浅い体音防〉ら直立気味に口縁部へいたる、

ものに分けられる。

土師器聾:①長胴で胴部に僅かな膨らみをもち、胴上部縦位、下部斜位へラケズリを施す、②胴
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下位に膨らみをもち、外面に縦へラケズリを施し、共に器肉が厚い。

土師器小形聾:①胴中位に、最大径を持ち口縁部が外反、②胴部が僅かに膨らみを持ち、外面縦

位へラケズリを施すものに分けられる。

須恵器坪:小形で器肉が比較的に薄く底部が①手持ちへラギリ、②回転へラギリに分けられる

須恵器高台付坪:体部が直線的に外反し、断面台形の短い台部が内側で接地する。

須恵器坪蓋:天井部から緩やかに湾曲し、①直線的に口縁部にいたる、②摘み出した短い返りが

付くものに分けられる。

須恵器窒:口縁端は面取り、沈線を施し胴上部に最大径を持つ。

須恵器長頚瓶:球状気味の胴部から外反する長頚部を経て面取り、沈線を施した口縁部に至る。

第V段階

この段階は、 AH-20号住、 AH-21号住、 AH-28号住、 BH-8号住、 BH-IO号住、 B

H-ll号住居祉出土の遺物を指標としたが、良好な資料が少なく明瞭ではない。また、 BH-IO

号住、 BH-ll号住居壮は重複関係にあり、遺物が混入している恐れがある。しかし、土師器の

坪は前段階と比べると体部が大分浅くなる。本段階の各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:①浅い体部が湾曲し、口縁部は短く立ち上がり口径が12cm前後なもの、②丸底で体部

が湾曲しているもの、③平底気味で内面に斜方向へラミガキを施すものに分げられる。

土師器聾:①胴中位に膨らみを持ち、外面に縦位へラケズリを施す、②球状な胴部から口縁部へ

短く立ち上がる。

土師器台付聾:胴上位に最大径を持ち、外面斜位へラケズリ。

須恵器坪:平底から直線的に外反する。底部糸切り。

須恵器長頚瓶:胴中位に最大径を持ち平行叩き日を施す。

須恵器高台付坪:外面は自然灰粕になり、体部が直線的に外反し、断面台形の短い台部が内側で

接地する。

第VI段階

この段階はAH-14号住、 BH-9号住、 BH-22b号住居牡出土の遺物を指標とした。当期

では土師器警が短胴化し、須恵器の坪、高台付碗の出土数が多くなり、土師器の器種が減少して

きた。当期の器種組成は、土師器の坪、華、台付護、須恵器の杯、高台付碗、高台付皿、長頚瓶、

であり、各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:平底に近い底部にへラケズリを施し、ロ縁部が僅かに内湾する。

土師器聾:①口縁部はゆるい「く」の字状、胴部、縦位へラケズリ、②器肉が薄く「コJの字状
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口縁を施す、③球状の胴部、口縁端部に沈線を持つものに分けられる。

土師器台付聾:器肉が厚く、なだらかに口縁部は外反する。

須恵、器坪:器肉の厚い上げ底気味の底部から①膨らみを持って外反する、②直線的に外反するも

のに分けられ、共に底部は回転糸切り未調整。

須恵、器高台付碗:①体部が直線的に外反する、②下部に丸みを持ち断面三角形の高台を付けるも

のに分けられる。

須恵器高台付皿:膨らみのある体部で断面台形の高台を施す。

灰柚陶器高台付碗:僅かな膨らみを持って外反し、刷毛による施柏と思われる。(大原2号窯式)

須恵器長頚瓶:折り返し口縁、器肉が厚く内外共に回転横ナテ¥っくりが雑なもの。

第VII段階

この段階はAH-4号住、 AH-12号住、 AH-24号住、 BH-2号住、 BH-5b号住、 B

H-17号住居壮出土の遺物を指標とした。器種組成は土師器の坪、重、台付室、須恵器の坪、高

台付碗、小形高台付碗、高台付且、坪蓋、長頚瓶、が出土し、土師器の聾は「コ」の字状の口縁

になり器肉も薄く、須恵器も前期同様多くなる。当期の各器種の特徴は次のとおりである。

土師器坪:平底の底部から、①丸みを持って体部は外反し、内面にへラミガキを施すもの、②直

線的に体部が外反し、内外共に回転横ナデ(底部回転糸切りを施す須恵器坪に近い技法)に分け

られる。

土師器聾:器肉が薄く、丸みのある胴音防〉ら「コjの字状の口縁に至り、胴上部横位、下部斜位

のへラケズリを施す。

土師器台付聾:最大径を胴上部に持ち、①「コjの字状口縁を持ち、警と類似している、②口縁

部が短く外反し胴部に刷毛ナデを施すもの、に分けられる。

須恵器坪:①浅い体部が置線的に外反する、~体部に膨らみを持ち口縁部が返り気味に外反し、

共に底部回転糸切り。

須恵器小形高台付碗:内湾する体部に断面三角形の外反する高台を付ける。

須恵器高台イ寸碗:①体部が直線的に外傾し、内湾気味の高台を付ける、②丸みを持って外反し、

厚みのある高台を付けるものに分けられ、いずれも轄瞳痕がはっきりしている。

須恵器高台付皿:①平な口縁部が水平に聞く、②膨らみのある体部、断面台形の高台を持つもの

に分けられる。

須恵器坪蓋:器肉が厚く湾曲した体部で、①口縁部に返りをもたない、②返りのない口縁部を施

す。

須恵器長頚瓶:①小形で胴上部に二条の沈線と平行叩きを施す、②頚部に二条の沈線を施す。
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第VIII段階

本段階は、 AH-19号住、 BH-25号住居社出土の遺物を指標とした。 AH-18号住の坪もこ

こにあげたがAH-19号住と重複関係にあるため、覆土中に混在したものと考えられる。前段階

との違いは土師器室の「コJの字状口縁が崩れはじめ、器肉が厚くなり、坪も姿創出す。須恵器

の変化はあまり見られないが、 AH-19号住居祉でドは長頚瓶の肩部にへラ書き文字が刻印されて

いるものが唯一出土している。器種組成は、土師器の杯、聾、、須恵器の杯、高台付碗、長頚瓶、

であり器種の特徴は次のとおりである。

土師器士不:体部が直線的に外反する。

土師器聾:①「コjの字状口縁を残すものの、口縁上部が立ち上がり気味になる。②「コJの字

状が崩れなだらかに外反するものに分かれ、器肉が厚くなる。

須恵器杯:①丸みを持った体部下ら口縁が外反、②直線的な体部で器肉が厚い、③底部が小さく

直線的な体部から口縁部が外反するものに分けられ共に底部回転糸切り。

須恵器高台付碗:a_:;体部に膨らみをもち外反するもの、②底部に稜線を持ち体部が直線的なもの

に分けられ共に底部回転糸切り。

須恵器長頚瓶:焼成が良好で肩部にヘラ書き文字が刻印されている。。

第IX段階

この段階では、 AH-7号住、 AH-8号住、 AH-ll号住居牡出土の遺物を指標とした。当

期の器種組成は、土師器の聾、須恵器の羽釜、杯、高台付碗、聾、灰柚陶器高台付皿、であり前

段階にはみられなかった羽釜が出現している。各器種の特徴は次のとおりである。

土師器窒:器肉が厚く口縁部が短く直立気味に外反する。

須恵器羽釜:丸みのある体部から内傾して口縁に至り、①断面三角形の鍔、②断面台形の鍔、二

種類に分けられる。

須恵器杯:①底径が小さく、体部は膨らみを持って外反する口縁部に至り、内面に黒色処理が施

されている。②やや深めの体部が直線的に口縁部へ外反するものに分けられ共に底部回転糸切り。

須恵器高台付碗:①小さめの底部から体部が丸みを持って外反、②小さめの底部から深い体部が

丸みを持って外反するに種類に分けられる。

須恵器聾:折り返し口縁を持ち、内外共に胴上部横撫で、下部縦位へラ削りを施す。

灰粕陶器高台付皿:器肉は薄く器高の低い皿で断面三角形の低い高台をもち、底部は糸切り後回

転撫でを施す。
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(3) 小結

a 各器種別の変遷

前述のように土器変遷を段階的に分類したが、ここで各器種別の変遷を考えてみたい。

土師器坪では、第I段階は口縁部に内稜を施す杯、丸底で口縁部が内傾する杯が、第II、III段

階では、模倣杯の形態を有しつつ、模倣坪にバラエティ を持つ。第IV、V段階になると模倣坪

のバラエティーが消え、体部が浅く口縁部が短く立ち上がる形態になる。そして、第VI段階にな

ると平底化が進み、第VII、VIll段階で平底が顕著になり、体部も、直線的に口縁部へ外反し、土師

器の坪が消滅する過程をたどる。また土師器の聾も、器肉が厚く、胴部下位に膨らみを持つが、

第II段階~第V段階と「く」の字状の口縁部を持つ長胴聾へと変化する。第VI段階になると、こ

れまで屈曲していた口縁部が、「コJの字状の萌芽をおもわせる口縁部へと変化し、器肉も薄くな

る。第四段階で完全な「コ」の字状口縁部となったものの、第VIll段階ではすでに「コjの字状の

口縁部は退化が始まり、器肉が厚くなると共に第IX段階には、土師器の聾も衰退する。

須恵器の坪と高台付碗は、本遺跡では第IV段階で出現し、須恵器の坪は、小型で器肉が薄く、

底部の調整技法は、手持ちへラ削り、ヘラ切りが施される。第V、VI段階になると底部の切り離

し方法も回転糸切りが施され口径も 12cm~16cmの大型のものが多くなり、底部の器肉も厚く、体

部が直線的に口縁部へ外反する。また、第VlI段階以後は底径が比較的に小さくなる。高台付碗に

ついて本遺跡では明瞭な変化をみることはできなったが、第IV、V段階では大型なものが出現し、

第VI段階以後は口縁部が大きく外反し底径も小さくなる。イ也の器種については変化をたどれる遺

物が少なく変遷をたどることができなかったが、土師器の小型輩、台付聾は坪や聾と同時に形態、

技法の変化がうかがえ、衰退する時を同じくする。土師器の甑も第II段階の大型甑にへラ削りを

2段に分けて施しているものが第皿段階では、上から下まで一気にへラ削りを施す変化がみられ

た。

各段階において土師器、須恵器の推移をみると、本遺跡群では第一段階~第V段階までは、土

師器が主流となり、中でも土師器の坪と聾が主体を成していたものが、第VI段階は須恵器が増加

し、土師器の杯が須恵器の坪となり、土師器の聾が羽釜、蓋と変化していく様子がうかがえる。

また、第II段階~第凹段階までの土器組成は土師器の坪、輩、甑が占めていたが、第四段階にな

ると土師器坪の模倣坪形態が消滅しつつあると共に甑が消え、一方では須恵器が出現し須恵器の

多様化をうかがわせる。第VI段階以後では土師器と須恵器の量が逆転し土器組成も土師器の整、

小型台付聾、須恵器の坪高台付碗、高台付皿と変化し、第IX段階には土師器郎、警が衰退し、変

わって須恵器要、羽釜へと変わる様子が看取できた。なお、本遺跡では須恵器の増加と共に鉄製

品がみられる様になる。
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b 実年代の推定

本遺跡の土器群において実年代を想定する事のできる資料が少なく、困難であるために乙こで

は坂口一氏らの古墳時代後期から奈良・平安時代の土器の編年(坂口1986 ・坂口・三浦1986)、

保渡田東遺跡の器種の変化・消長と段階(若狭・ 1986)と対比しながら想定してみたい。

第I段階ではBH-5号住において共伴関係にある須恵器坪身、坪蓋がそれぞれTK-208型

式、 TK23型式に相当すると推定され、また、土師器の調整技法・形態から判断し、坂口編年の
(註1) 

II ・ III段階に対比されよう。したがって、実年代としては 5 世紀第 3~第 4 四半期と考えられる。

第II段階は土師器坪、と甑の形態から同IV、V段階に対比され、 6世紀前半と推定される。また、

第凹段階は土師器杯の形態、長胴警のへラの調整から同VI~VIII段階に対比され、 6 世紀後半~7

世紀第l四半期と考えられる。

第IV段階は須恵器の導入と多様化から坂口・三浦編年 I~III段階に、セットになり得る須恵器

坪蓋と高台イ寸坪の形態から保j度目東遺跡 I ・ II期に対比される。したがって、 7 世紀第 2~第 4

四半期に相当する。第V段階は土師器の坪の形態から、坂口・三浦編年IV~VI段階、保渡田東遺

跡皿期に対比され、 8世紀と考えられる。第VI段階は土師器華、須恵器杯の形態から坂口・三浦

編年のVIIl段階、保渡田東町期に対比し、 9世紀前半、第四段階は土師器室の形態から坂口・三浦

編年のIX段階に対比され、 9世紀中葉と考えられる。また、第VIII段階も土師器聾の形態から同X

段階に対比され、第IX段階は羽釜と土師器聾の形態、から同盟段階に対比され、 10世紀前半と推定

される。
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2 古墳時代~奈良・平安時代の住居構造について

(1) 住居形態の分類

本遺跡群は西裏・西新井遺跡から63軒、諏訪辺遺跡から 2軒、合計65軒の住居祉が検出された。

これらの住居杜は規模、平面形態、竃・貯蔵穴等付属施設の構造・位置、掘り方などからいくつ

かの形態に分類することが可能である。これらのうち平面形態が明確で計測が可能な住居祉は21

軒存在する。これらの住居牡をもとに分類を行うと、基本的には平面形態から大形正方形 (A形

態)、中形正方形 (B形態)、小形正方形 (C形態)、中形縦長方形 (D形態)、小形縦長方形 (E

形態)、中形横長方形 (F形態)、小形横長方形 (G形態)の 7形態に分類される。また、これら

の分類にあたっては、さらに竃位置、掘り込みの深さについても留意した。以下、各形態の諸特

徴について述べてみたい。

A形態(大形正方形)

AH-18号住 .BH-5a号住・ BH-22a号住がA形態、に属する。掘り込みが比較的深い。

平面形態は一辺 5~6m前後、平均床面積39.7ぱの大形正方形住居である。これらの住居は 4 個の

主柱穴が規則的に配され、側壁柱穴が確認されている。 AH-18号住では間仕切りと推定される

小柱穴が存在する。また、主軸方向はN-1r-W~N-140-E の25度の範囲になる。住居付属施

設においてはロームを主体とし、袖部及び天井部に石を使用した竃が北壁中央に付設しである。

竃の主軸方向はN-10
0
-WからN十 4

0
-Eの14度の範囲となる。いずれも竃右側には貯蔵穴が

存在する。計測不可能でA形態に属すると思われる住居はAH-31号住である。

B形態(中形正方形)

AH-10号住・ AH-13号住・ AH-22号住がB形態に属する。掘り込みが比較的深く、平面

形態は一辺 4~5m前後、平均床面積25ぱの中形正方形住居で、ある。これらの住居は住居内に主柱

穴と思われる柱穴は確認されていないが、側壁及び住居外に不規則ではあるが柱穴が存在する。

AH-10号住には北西から北東にかけて周溝が回っている。また、主軸方向はN-30~100-E の

7度の範囲となる。住居付属施設においてはロ ムを主体とした竃が北壁中央に付設しである。

AH-10号住は北側が調査区外のため竃の大部分は確認されていないが、やや東寄りに付設され

てある。 AH-13号住.AH  -22号住の竃はそれぞれ煙道が住居外に延びている。竃の主軸方向

はN-100~140-E の 4 度の範囲となる。竃右側には貯蔵穴が存在する。計測不可能でB形態に属

すると思われる住居はAH-20号住.AH-23号住・ AH-25号住・ AH-33号住 .BH-8号
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平面形態 住居計測値 住居主軸 道主軸
南北 N N 

A形態| 。n ¥ (わ (わ
東西深さ S S 

南北 N N 

Bι) 600( cm) 

とわ 〔わ
400 

200 。

深さ 東西 S S 

南北 N N 

C形態口

600( cm) 

wffi 。
400 

200 。

深き 東西 S S 
南北 N N 

200 月¥ wEB a D形態 i 。

東西深さ 5 S 
南北 N N 

E河端 []  

600( cm) 

CB ι 
400 

200 。

深さ 東西 S S 
南北 N N 

形 態己
。 ffi wE台

深さ 東西 5 S 
南北 N N 

G形賠汀
。 亡や ffi 

深さ 東西 S S 

第74図 住居形態の分類と各形態の特徴
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住 .BH← 14a号住である。

C形態(小形正方形)

AH-1号住・ AH-2号住.AH-17号住 'BH-6号住が所属する。掘り込みは比較的深

い。平面形態は一辺3m前後、平均床面積9m2の小形正方形住屠である。これらの住居は側壁及び

住居外に関連すると思われる数基の柱穴が存在する。 AH-1号住では住居内東隅に3基の柱穴

が確認されている。主軸方向はN-2T-W~N-W-E の41度の範囲となる。 AH-1 号住がや

や西方向へ向くため範囲が広がる。住居付属施設においては構築材として袖部及び天井部に石を

使用した竃が北壁東寄りに付設されてある。いずれの住居も貯蔵穴は確認されていない。竃の主

軸方向は北竃を中心にするとN-260-W~ N -W-Eの40度の範囲となる。計測不可能で℃形

態に属する住居はAH-9号住・ BH-16号住・ BH-23号住・ BH-21号住である。

D形態(中形縦長方形)

AH-4号住・ AH-28号住 .BH-2号住・ BH-ll号住が所属する。掘り込みの深さはC

形態と差がない。平面形態は縦長方形、平均床面積18m2の中形住居である。これらの住居は柱穴

と思われる柱穴が住居内では確認されていないが、 AH-ll号住においては側壁に柱穴が存在す

る。主軸方向はN-730-E~N-llr-E の38度の範囲となる。付属施設においては東壁中央に

竃を付設している。 AH-4号住・ BH-2号住では石を主体として竃が構築されている。竃の

主軸方向はN-730~1l30-E の40度の範囲となる。また、 AH-4 号住には床下土壌が存在する。

計測不可能でD形態に属すると思われる住居はAH-5号住・AH-12a号住・AH-12b号住-

AH-14号住・ AH-16号住.AH -21号住.AH-24号住・ AH-27号住 'BH-7号住 .B

H-14 b号住・ BH-18号住・ BH-19号住である。

E形態(小形縦長方形)

BH-15号住が所属する。掘り込みの深さは比較的浅い。平面形態は縦長方形、平均床面積5.

5m2の小形住居である。このような平面形の住居はこの遺跡群では少ない。住居内外とも関連する

と思われる柱穴が確認されていない。主軸方向はN-560-Eとなる。付属施設においては粘土を

主体とした竃が東壁北寄りに付設しである。竃の主軸方向はN-560-Eとなる。計測不可能でE

形態と思われる住居はBH-12号住である。

F形態(中形横長方形)

AH-19号住 'BH-5b号住・ BH-22b号住が所属する。平面形態は横長方形、平均床面
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積27.5m'の中形住居である。住居内外共に柱穴は確認されていない。主軸方向はN-930~1l5。

-Eの22度の範囲となる。付属施設においては東壁中央に竃が付設している。その内BH-17号

住の竃は北壁及び東壁の 2ヶ所に構築されている。袖部では板状の石材を構築材として使用して

いる。 BH-22号住では天井部においても使用しである。竃の主軸方向はN-10r~1l30-E の 12度

の範囲となる。この形態の住居には床下土壌が存在する。計測不可能でF形態に属すると思われ

る住居はAH-8号住・ AH-llb号住・ AH-19号住.BH-17号住である。

G形態(小形横長方形)

BH-1号住が所属する。平面形態は横長方形、平均F表面積8.4m'の小形住居である。この住居

では柱穴が確認されていない。主軸方向はN-10T-Eとなる。付属施設においては東壁南寄りに

竃を付設している。構築材として軟質の石材を使用している。竃右側に貯蔵穴が存在する。竃の

主軸方向はN-108-Eとなる。計測不可能で、G形態に属すると思われる住居はAH-7号住・A

H-lla号住・ AH-llc号住・ BH-9号住・ BH-3号住・ BH-13号住である。

正方形住居である A形態・ B形態・ C形態においては一辺の長さが 5~6m前後、 4~5m前後、

3m前後となり、いずれの形態も規格がそれぞれ差がなく定形化している。また、住居及び竃の主

軸方向は3形態共に北方向に集中している。 A形態では、いず、れの住居も住居内に 4個の主柱穴

が規則的に配されてある。

縦長方形住居であるD形態・ E形態では中形のD形態が本遺跡群で一番多く存在し、これに比

べE形態の存在は極めて少ない。住居及び竃の主軸方向はE形態がやや北寄りとなっている。

横長方形住居である F形態・ G形態については住居及び竃の主軸方向に変化がない乙とが言え

る。

それぞれの形態から各形態が小形化するにつれて、竃位置が中央部から右寄りに変化している

ことが認められる。

(2) 住居形態の段階変遷

各住居形態と土器群かちみた段階変遷を示したものが第45表である。これをみると、 A形態は

I段階からII段階にかけて連続的に認められる住居形態であることが看取される。また、 II段階

により顕著である。しかし、 III段階以降は全く存在しない。

これに対し、平面形・竃位置はA形態とほぼ同一であるが、やや小形の B形態はIII~VI設階に

かけて連続的に存在する。そして、 III段階からV段階により多く認められる。このようにB形態

はA形態から漸次変化し、その後しばらくの間連続的に構築された住居形態であると言えよう。

次にA.B形態と平面形態が同一であるより小形のC形態では、 I段階、 III段階、 IV段階と断続
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的に存在する。 III段階及びIV段階では顕著で、あるがV段階以降になると全く存在しない。平面形

態が変化するD形態ではII・III・V.VI. VII段階と断続的ではあるが、 II~VII段階と長期にわた

り存在し、 V段階からは多く認められる。特にV段階はより顕著である。 D形態から平面形態が

それほど変化しないが小規模になるE形態ではIV段階のみ存在する。縦から横へと変化してき F

形態ではVI段階まで全く存在しない形態であるが、 VII~IX段階で継続的に存在する住居形態であ

る。 F形態と同一な平面形であるがより小形となる G形態ではVI~IX段階と継続的変化がみられ

る。 IX段階ではより多く存在する。

(3) 小結

これまで検討してきたように、新寺地区遺跡群では住居形態が遺物からみた各段階とある程度

相関関係を有していることが判明した。

すなわち、 A形態では I~II段階、 B形態ではIII~VI段階が相当し、継続的変化が認められる。

A形態 B形態 C形態 D形態 E形態 F形態、 G形態

段 F省 。 。
II 段 階 。 。
III 段 階 。 。 。
IV 設 F笹 。 。
V 段 階 。 • 
VI 段 F皆 。 。 。 。
VII 段 階 。 。 。
VlII 段 階 。 。
IX 段 陪 。 。
(凡例) 01 軒 @2 軒~4軒・ 5 軒以上

第45表住居形態と段階との関係
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その後D形態では V~VII段階が継続し、 F形態でVJl~IX段階へと継続するという形態変化の推移

がうかがわれ、このようなA→B→D→Fの流れの中でC形態がA.B形態と、そしてE形態が

B.D形態、 G形態がD.F形態と同時並存していることが認められる。

本遺跡群では第74図及び第45表によると、 6世紀から 7世紀前半頃までは正方形住居が主流と

なっており、大形から中形そして小形へと変化し、それ以降になると正方形住居から長方形住居

となり、中形から小形へと変化してくる。縦長方形住居においては古墳時代から継続して存在す

るが、 9世紀頃から縦から横長方形への変化がみえ、中形から小形へ規模も変化してくることが

看取される。

では、他の遺跡ではどうであろうか。これまでに住居形態について、言及した分析を実施して

いる遺跡としては、伊勢崎・東流通団地遺跡(坂口・赤山1982)・峯岸遺跡(能登・内田1985)・

下触牛伏遺跡(小島他1986)・根岸遺跡(堤1989)などがある。

伊勢崎・東流通団地遺跡においては多角的に分類し、重複・近接住居の新旧関係から住居の型

式学的変遷過程の解明を試みている。その後、峯岸遺跡では正方形・縦長方形・横長方形という

3形態が8世紀から 9世紀前半にかけて共存することが指摘されている。一方、下触牛伏遺跡で

は古墳時代の住居は正方形が主流となり、なかで大形のもの、中形のもの、小形のものを形態と

し付属施設も含めて分類している。根岸遺跡では主柱穴のあり方を中心に分類している。

ところで、県内では榛名山二ツ岳の噴火 (Hr-FA.Hr-FP)により埋もれた住居が、

子持村黒井峰遺跡(石井1990等)、渋川市中筋遺跡(大塚1988等)などで検出され、 6世紀代の住

居の上屋構造が明かとなった。本遺跡群では、 A形態・ B形態・ C形態がこの段階の住居に相当

する。したがって、黒井峯遺跡・中筋遺跡に類似した土置構造が存在することが推定される。こ

れを裏付けるように、二次的に埋め戻された住居祉はA形態では4軒中 3軒、 B形態では9軒中

6軒、 C形態では8軒中 3軒である。 A形態やB形態に顕著であり、周囲に周堤帯が存在してい

たものが、二次的に整地化され、平坦にされる際に切り崩されたことがうかがえる。

しかし、 7世紀以降ではこうした上部構造が明確な形で検出された住居例はほとんど存在しな

い。そのため、 7世紀から 9世紀にかけての住居構造とりわけ上部構造の実態ははっきりしない

点が多い。

すでに指摘したとおり、本遺跡群の分析では古墳時代には大形であった住居がそれ以降次第に

小形化する傾向が認められており、竪穴の掘り込みも徐々に浅くなる傾向がある。また、それと

共に竃位置も中央部から右寄りになり住居空間の利用法の変化が確認できる。

この段階の住居構造の変化については、すでにいくつかの試案が提示されている(笹森1978・

柿沼1979・高橋1983等)。これらの試案では、総土聞の住居から掘り込みを持つ土問と、掘り込み

を持たない居間(寝間)とに分化した住居構造へ変化したことが推定されている。
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3 集落の変遷

(1) 集落構造について

これまで、土器群の段階変遷と住居構造の形態変遷について検討してみたが、この結果をもと

に新寺地区遺跡群の集落変遷について概観してみたい。

本遺跡群の土器群は 9段階に変遷することが明かとなった。しかし、住居の耐用年数は土器の

それより長いと考えられることと、集落自体の変化の度合がより緩慢で、ある場合が多いことから、

集落の動態を明らかにするためには、ある程度長い時間枠の中で検討する必要がある。そこで、

土器群による段階をいくつかにまとめ、集落の変遷過程を調べてみることにする。

集落変遷の時期と土器群の段階の対応関係は次のとおりである。

第 l期(5 世紀第 3 四半期~7 世紀第 1 四半期) 1 ~III段階

第2期(7 世紀第 2~第 4 四半期) IV段階

第 3期(8世紀) v段階

第 4期(9世紀)

第5期 (10世紀前半)

VI~Vlll段階

IX段階

なお、土器群の段階設定の都合上、各期の時間幅は均等でなく、第1期が長く、第2期・第5

期が短い。しかし、各期ともある程度の時間幅を有しており、集落の状況を把握するのに支障は

ないと考えられるので、ここでは敢えて等分しないで分析を進めたい。

それでは、各期の集落の状況についてみてゆきたい。

第 l期

本時期では総計15軒の住居;tr上が存在する。また、本時期は第 I段階~第III段階が相当し、本遺

跡において、最も古いと思われる第 I段階の住居牡の 2軒は、約150m程度の距離を隔て単独に存

在する。第II段階になると第I段階住居牡の聞に挟まれるように本遺跡群A・B区の中央部に約

80mの範囲に 4軒存在し、またA区西端に約90m隔て単独に 1軒存在している。第III段階では、前

段階の住居牡の外縁に約40mの範囲に 3~4 軒存在する。本時期では住居祉が第 I 段階は離れて

存在するものの、第II~第皿段階になるとまとまりをみせ、本遺跡群の広範囲に分布される様相

がうかがえる。

第 2期

本時期は第IV段階に相当し、 A区、 B区に分布し 8軒の住居fJl:が存在する。前時期に比べ本時
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期は資料が少なく、段階を細分できなかったために 7世紀代の聞の住居祉の推移をみることがで

きない。

本時期は住居杜の分布状態をみると、散漫に分布している。しかし、前時期と同じく本遺跡群

A.B区中央を中心に、前期との継続をうかがわせながら、縮小した状態で分布している。

第 3期

本時期の住居主止は11軒存在し、前時期と同じく細分することができず¥第V段階を相当させた。

変遷図をみると前時期と似ている状態で分布している。しかし、前時期との違いは本遺跡群にお

いて、初めて重複関係をもっ住居主止が3箇所も検出され、変化を読みとることができる。

第 4期

本時期は前時期との継続性を見せながら、急激に住居祉の密度が増し、 20軒と増加して存在す

る。しかし、本時期はまた、第VI. VII • VIlI段階の 3段階に細分でき、その中での動きをみると第

IV. VII段階までは住居祉が増加するものの、第四段階になると減少する様子がみえる。また、分

布域も、諏訪辺地区にまで広がり住居牡が新しく存在する。分布域の拡大、住居牡の密度の増加

と共に本時期になると掘立柱建物壮の出現、鍛冶が導入されたことがうかがえる羽口や鉄淳が土

壌より検出する。

第 5期

本期の住居牡は総数6軒が存在した。前期と比較すると急減する。本期も重複関係のある住居

牡が存在するが同時期に 3回もの重複がうかがえる。また前期まで遺跡群全体に分布していた住

居社も本期になると、 A区のみ存在する。

(2) 周辺集落遺跡との関係について

すでに、第III章において遺跡の立地環境と周辺遺跡について述べたが、ここで第76図に基づ、い

て再度新寺地区遺跡群の立地について概観してみたい。

まず、生産基盤となる水田は、松井田工業団地遺跡A区、田中田・久保田遺跡で確認されてお

り、本遺跡群の南を流れる柳瀬川沿いの低地に存在することが推定される。

また、西隣には松井田工業団地遺跡群(以下大王寺遺跡群と呼称)が存在している。この遺跡

群は本遺跡群とほぼ同時期に形成された集落牡群である。同じ台地面上に存在し、立地環境もほ

ぼ同じである。さらに、生産基盤である水田も同じ柳瀬川沿いに有しており、両者の聞には水利

等の点で少なからず関係があったことが推定される。
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大王寺遺跡群は詳細にみると、いくつかの支群から成り立っている。すなわち、大王寺B区、

G区と GII区、 D区、 E区、 I区といった支群がそれぞれ集落を形成し散在していることが理解

される。

新寺地区遺跡群の調査の場合、集落の中をトレンチで横断したようなものであり、集落全体像

を把握することは困難である。だが、前述のように、立地環境からみて隣接する大王寺遺跡群と

同様な構成を有する集落と推定され、西裏・西新井遺跡や諏訪辺遺跡は、支群に相当する集落単

位と判断される。

そこで、大王寺遺跡群の状態を援用し、両遺跡群の様相から大王寺地区から新寺地区に至る台

地面上に存在した、古墳時代から平安時代の集落の景観を想定してみたい。

本遺跡群と大王寺遺跡群の各支群での住居牡の時期別戸数は第77図lのとおりである。西裏・

西新井遺跡では第2期にやや減少し、第3期にはやや増加する。ところが第4期になると急増し、

第5期にはまた急減する。ただし、ここでは各期の時間幅が均等で、ない点を留意してグラフをみ

る必要がある。すなわち、第2期の減少傾向は見かけ上のものであり、第 l期~第3期にかけて

は緩やかな減少傾向が認められる。しかし、第4期に増加することは変わりない。また、第5期

の減少傾向も変わりない。

また、第5期に至つては集落が消滅するように見えるが、住居構造の分析で示したように、こ

の段階になると竪穴の掘り込み自体が浅くなることにより、調査で検出することができないと

いった技術土の問題があり、集落様相そのものの把握が困難である。したがって、ここではこの

時期での集落の問題は言及し得ない。

次に、大王寺遺跡群の各支群の時期別推移を見てみたい。第l期~第3期にかけては増減にば

らつきがみられ、住居戸数の推移は一定したものではない。しかし、第4期に急増する傾向はど

の支群でも同様の傾向が認められる。次に、やや視点を変えてこの現象を見てみたい。第77図2

は各支群の住居戸数の累積を示している。第 1期から第3期までは住居戸数は緩やかな増加状態

にあるが、第4期には約2倍に急増する。

このように、各支群の動きは類似した推移を辿っており、第4期すなわち 9世紀代に住居戸数

が急増する。この傾向はこの地区全体としてみた場合でも顕著な現象であることが抽出される。

この現象を説明するには、竪穴住居の小形化と建て替え頻度、人口増加について考える必要が

ある。住居の小形化についてはすでに前節で示したとおりであるが、この現象は住居構造の変化

と関連した竪穴部分の小形化であり、住居自体の小形化とは言えないと考えている。したがって、

竪穴の小形化=居住人数の減少といった数式は成立しないであろう。

また、建て替え頻度の問題であるが、 9世紀代に建て替えが頻繁に行われることは住居の重擾

関係等からみて県内では普遍的傾向のようである。したがって、第4期の住居戸数の急増はこう
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第76図新寺地区・大王寺地区の古代集落
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した頻繁な建て替えによるものである可能性がある。

しかし、建て替え頻度が突然2倍になることは、前期の様相からみて不自然な現象であり、人

口の増加といった要因も考慮する必要がある。すなわち、第4期には集落内で(小)鍛冶が行わ

れるようになるとともに、鉄製品が住居から検出される頻度も高くなる。こうした鉄製品の普及

が生産基盤である耕地の増加をもたらし、人口も増加したことが想定可能で、ある。

ところで、農耕集落の発展過程を解明しようとする試みは、すでに能登健氏らによりなされて

いる(能登・内田1985、能登・洞口・小島1985等)。こ乙で定義された集落形態に対比してみた場合、
(註2) 

この地区の集落は伝統集落を核とした第 1次新聞集落に対比されよう。

この集落発展過程の試論に従えば、谷水田の開発を契機とする「第二次新聞集落jの形成はす

でに 8世紀代に開始されることが指摘されている。両遺跡群で9世紀に住居戸数が急増する現象

は、この第二次新開集落の形成過程と関連するものと考えることが可能で、ある。

しかし、それ以外の要因についても考慮する必要がある。両遺跡群の南の台地上には当期に、

「牧Jの一部と考えられる中原遺跡・下塚田遺跡・下宿東遺跡などが存在しており、こうした生

業形態の多角化が人口を増加させた可能性も否定できない。ちなみに、生産基盤と推定される田

中田・久保田遺跡ではB軽石直下の水田杜から馬の足跡が多数検出されており、時代はやや下る

が12世紀初頭にはこの地域に馬が存在している。

以上のように、第4期の住居戸数の急増現象は、住居の建て替えの頻繁化と人口の急増による

と考えられる。そして、この新寺地区・大王寺地区では第1期~第3期までの時期と第4期との

聞には、経済的・社会的画期が存在したことを示していると言えよう。

(3) 小結

これまでみてきたように、本遺跡群や大王寺遺跡群が存在する新寺地区から大王寺地区にかけ

ては少なくとも古墳時代から平安時代にか付て連綿と集落が存在し、その周囲に生産基盤たる水

田が取り囲む一般的な農業集落の景観を想定することが可能でbある。しかし、乙れらの集落は 9

世紀代には人口が急増する社会的画期があったことも明らかになった。その要因は一つには新し

い技術・農具を用いた積極的な耕地(水田)の拡大であり、一つには多角的な生業形態の導入、

すなわち、「牧」の経営が考えられる。

しかし、今回の調査区域は限られた範囲であり、周辺の遺跡のあり方も十分に把握しきれてい

ない。したがって、新寺地区遺跡群についても不明な点が多々存在する。むしろ、不明な点の方

が多いかもしれない。今後ともさらに本遺跡群や周辺地域の様相を解明するために多角的な調

査・分析を行ってゆく必要があろう。
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(註 1) 加部二生氏のご教示による。

(註2) 大王寺B区・ E区では弥生時代中期後半の住居祉が検出されており、この支群がこの地区の核

となる伝統集落と考えられる。また、新寺地区遺跡群の南東に位置する田中田・久保田では5世

紀初頭の方形周溝墓が確認されており、その後もこの地区には集落が継続していたことが推定さ

れる。しかし、各支群で住居が安定して継続的に存在するようになるのは 6世紀以降であり、伝

統集落の周囲に形成された第 l次新聞集落と考えられる。
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A H -31号住居社全品 A H -31号住居主1:土問断面

A H-31号住属枇杯出土状況 A H-31号住居士止腕細み石出土状況

AH -32号住居祉会主t A H-32分住帰:tll:土府断而

A H -33J，;}イセ屑:tJJ:全長 A H-33号住居叫:土Jf1断而
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0-17サ土壌全景 o -17"i:子土繍土!首断固

0-18占すよ棋全長1・ D -18-号土峨土用院rr前

0-19号土i償金景 0-19号・土犠土j面断面

D 20"}:t峻全f;l 0-20号十:.f{:tM断I封
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西甚 ・ 西新~I:遺跡 B 区と減勧辺遺跡全対

西~ . 西新)1:遺跡 B 区全対



図版ー17

画誕 ・西新井ill跡B区西側 西出 ・西新井遺跡B区東側1)

' J-l-¥す住居比全長 J -1号住居祉埋設才.桜

J -1 -8'休)f:'hl遺物出よ状況
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D-11号土峨土層断面

0-12号土域全知:

D -23号土域全景 T-2¥鞍穴状地附
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v 

新寺釦'itlr.全長t
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M-4号堀全景

M-4号堀北辺 M-4号tJ<Jl橋脚

M-4.!，j'槻全対 M-4号刷土層新tfii

44jadeプ柄、5.10 

• 

M-4J，}・ぬ!土且土層断面 M-4">ま城北'Iil七盟十'.J!1断凶i



BH-3号住厨社全卦

BH-5a号住居士11:也全f，1

図版-21

BH-4号住居カ1:金:批

BI-I-5a'5b号住居士11:遺物出土状況

BH-5b号住居対:班全知

BH-5a'5bサ住居til:鉄製刀チ遺物
1'1¥土状況



図版-22

8H-5a'5bJt}・住居祉勾玉出土状況 BH-5a'5b号住府.hl_.也:二五.，i，j(H:l土状況

:...;.. 也

8H-5a'5bサ住居枇・原・鞭出土状況 8 H - 5a ' 5b 勺住居祉 . u . 盟~ I+\ ;t状況

• 
BH-6号伎居社全景 B H-6号住居枇遺物出土状況

B H -6~ナ住li!::-:bJ:溜全長 8H-6号住居士止土!日断!日
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BH-7J，]・住居枇全対 BH-7サ住居士11:遺物出土状況

s 11 -7サ住居掛け癌令J;t 81-1ー7号住時士11:廊出土状況

BTl-8号住居祉会J;t

s 11-9 I}住J，';-.!:JJ:'1t !;t 81-1-9・10・11サft;J，l}.ttl:遺物1'1¥上状況
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BH-9号住居士Ir.臨出土状況 BH-9号住居祉協土用断面

B H -10号住居士11::1ニ府断而

BH-llサ住居枇全対 BH-9・10・11号休}I!f此制り }J

B H -]2サ住gr;.jlr.全X( B H -12号住居tll:r，担金J;t



図版ー25

B H -13号住居祉金最 B H-13号住居士t1:土)(1断rui

B H-14号住帰:b上全卦 B H -14号住居祉土用断面

B H -15号住肘:!JJ.:全対 己H-15号住居士11:遺物出土状況

BH-16J，全作!日}枇会jit
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B H -17号住府祉会長

BH -17~}住居:!:!l:寵 l 全対

B H -18号住居士d:全t."c

I3H-]9サ佑肘枇金妓

811-]7号住居枇遺物出土状汎

B H -17号住居:!:J上初11り方

-d-

司

γ

吋

命

8 H-19号住居枇遺物出土状況
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B H -19号住居おUol土用断而 B H -19号{主屑むu凪り方

B H -20号住居社遺物出土状況

B H -2H}住居士11::全却: B H-21号住肘担1:遺物出土状況

B H -22 a .22 b号休届:w:全Jjt B JJー22a・22b号{割前Ir.地物出土状況
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B H -22 a号他府祉竃全長 B H -22 a・22b号住居祉掘り方

B H -22 a・22b号住居祉襲出土状況 B 1-1 -22 a .22 b号住居おl:甑出土1::状況

BH-22a'22b 号住居枇紡錘111山土状l}i，

BHー22a・22b号住居枇鉄斧出土状況 B H -23号住肘J.:I上金最
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J取紡辺起i訓1全呆

il眠紡辺辿跡(西1rw)
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-・... 

.... 圃圃』

BH-l号住居祉会長・ BH-l号-住居制:ill物出土状況

BI-l-l号住居J1上官土用断面 BH-l号住居社掘り方

BH-2号f-T.府JJl:f!担金対 BH-2ザ{主肘JJI:寵令卦



長、細|ーゴ九三I・3f斗ム三 -吋rぺ1 可輔副l.E遁圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃・・・・副圃圃・圃圃圃園E!吋~~

BH-2号住陪hlニヒ層際ir面

D-l号土j腕全長

再‘

-. 
，晶

‘，ー

D-2号-土岐全景

D - 3~・土峨全対

図版一31

BH-2号住居おt煽り1J

‘:..・

D-l号土;輯土層地ir国

. 、
も、

・4旬、
・'

. 

D-2号土横土層断面

字、.

0-3~;・こi二機七j自断l而

‘-. 
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甜 掛 ・ 圏 諸 港 ぃ 時 事 〉 関 守 株 芦 均

ヨ 〉 向 者 繰 h 戸 坤

一Z E ヌ 守 持 演 出

図 } 罰 | ω ω

ヨ 〉 関 守 株 」戸 泊

呂 田 岡 守 鵜 淳 泣 ・
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J -1 住出土土保

J -1 住出土土綜 J -1 住出土土様

D-11{}・出土土総 D-ll号出土よ機 0-11号出土土器

0-12骨 0-1サ出よ土保
0-1号

0-12号 0-1骨
褒採 0-65号 土;峨 ・5長採出土土昔i占
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図版-35

土峨 ・ピット ・グリッド出土ニヒ緑
(前期後半)

土棚 ・グリッド出土よ総(1)
( )jiJJ明後半)

土噺・ グリッド出土土器(2)
(中J切)
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ι 

D -11号土城山土の石鉱 ・右錐

A 

世~.-

~~ ， 
F 

日，~1t 区日\ Iこのイ7鍬 ・::ri錐 ・布地
スクレイパ-A釘l

削査区出土のスクレイパ-B:lrri

J -1号住山七 D-11号'土峨出土め打製石斧

の打腿::ri!t'

制1il又IUオての才r製イH手

初1.111:1)(: r-h土のl岩石
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AH-l住 M A H -22伎 4~ AH-2住 小形制

A 1-1-4{主 士み 八 H - 4 住1{~ 八H-4住町台付碗

AH-4住河台付碗 AH-4住 皿 A H-4 f主観

AH-4{主 小}修理E AH-4{主小形割

AH-4住小形習を AH-4{主製 AH-4{主 kVJ銑111

AH-4住紡錘111'. A H -4 t主紡錘JII
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A 11-4.住 -i'f~l~命共(荻) AH-4住 ，'f銅合μ(誕) A 11-4 fセ鉄悌

ー・『

811ー 5何時 AH-5住力子 AHー 7ft .t1~ 

AH-7住 羽録
八H-7住部 AH-7住説

A 14-8{:主羽詰 生3訟- AHー 71"1: .t1~ 

IJ 
調理E 目

盟

理P
A H -8f主紡銚Tl1 AH-8住鞭

A H -10住凶 A H -10住部 八H-8住現



A H -10住襲

A H - 12住 4~

A Jl-12住商台付碗

A H -12住鉄製金具

^ H 10住小j形拠

A H-1Hセ尚ft付倒

......・

A H-12イヰ1 士1~

A H -12住高台付碗

暗唱
一一『

Eーー一一一二E市温-

理F
A 11 121主制銚111

AIIー13{主 Iィ;

図版-39

A H -10住町内付航

AH-l1{主欽湾

A H-12住 1111

A H -12住刀予

A H -]3住 tぷ

A H -13住小形烈
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A H -13伶習を A 11-13住拠 AH-13fT. ML{ 

、、

A H -13住鉄製僻 A H -14住部 八H-14休 河、

A H -14性問台付碗 A H -14住日台付腕 A H-14住高台付碗

A 11-14住尚子?付腕 AH-14住町内付制 A Il - 14住民&<<Jl~}\

AH-14(主 5児 A H -14住型 A H -16ft Jイ;
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A ((-17作土小

A II -16作甑 A H-17住小j彩拠 A 11-17伎現

A JJ -18住j:，{， A H -181主土イ、 A H -18住郎

A II -18{主席 A H -18住川; 八日ー18H: 郎

A H -181主席 A ((ー18住 J_{，

A 11-181t i~ A 11 -1 81j:. j:，{， ハH-18{主: MJ{ 
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A H -18住 t不

AI-I-19住吋

A H-20住部

A H -20住長制瓶

A H -22住 j;{;

A H -22t包 .1:1(

J ， 

A H -19住民J~ì1眠

A H-20住町

八H-22住 f不

A 1-1-22住純

八H-19住晋4

A H-20住杯

A H -22住杯

A H-22住民gifi瓶
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A H -21休郎 A H -241主.4'

/ 

A 1-1-21住鞭 A 11 -24住割 A [-J - 24住 小*~割

A H -26{;主 ;郎

A H -26住型t A H-28住拠

A H -28住艶 A H -28住Lj'， A H-28住 叫

-齢、
A 11 -311主席 A H-33住Lj'， A H -33位蹴
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B H -3 f主 t不 s 11-5 イヰ:: .tィ; s 11-5住材、

B 11-51主呼 BH-5住小形割 BH-5住 向上不

BH-5住監 B [-J - 5 1主í1~ BH-5i.主高台付碗

BH-5住 t不

、‘・・

BII-5住小形税 8H-5イ主 主!4 8H-5住拠

8H-5住 小}移型5 B H -5 f:主 勾二五 B H -5 f主行玉
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B H ー 7 休:J:，(~ B IIー 7住 tポ BH ー 7 1:主.t1~

BH-7住却、 sH-8f:主刻、 B H-8fセ将、

BH-9住軒 BH-9住力子

B H -81主税 B H -lOi:主 t(~ B H -ll{主 I不

BH-ll住紡錘111 B H -17{主 士不 8 H -17住小形割

B l-l-22作呼 B 11-22住 I不 B H -22ft iJ:~ f-i付碗
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